
1 

 

令和４年第２回氷川町議会定例会会議録（第１号） 

 

令和４年３月８日 

午前１０時００分開会 

於     議 場 

１．議事日程（第１日目） 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 行政報告 

日程第 ５ 承認第 ２号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ６ 承認第 ３号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ７ 議案第 ２号 氷川町成年後見制度利用促進協議会設置条例の 

制定について 

日程第 ８ 議案第 ３号 氷川町一般職の職員の給与に関する条例及び氷川 

町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一 

部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第 ４号 氷川町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を 

改正する条例について 

日程第１０ 議案第 ５号 氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改 

正する条例について 

日程第１１ 議案第 ６号 氷川町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を 

改正する条例について 

日程第１２ 議案第 ７号 氷川町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期 

末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正す 

る条例について 

日程第１３ 議案第 ８号 氷川町フルタイム会計年度任用職員の給与等に関 

する条例の一部を改正する条例について 

日程第１４ 議案第 ９号 氷川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改 

正する条例について 

日程第１５ 議案第１０号 氷川町消防団条例の一部を改正する条例について 

日程第１６ 議案第１１号 氷川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

について 

日程第１７ 議案第１２号 氷川町下水道条例の一部を改正する条例について 

日程第１８ 議案第１３号 氷川町町道の構造の技術的基準を定める条例の一 

部を改正する条例について 

日程第１９ 議案第１４号 令和３年度氷川町一般会計補正予算（第１０号）に 
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ついて 

日程第２０ 議案第１５号 令和３年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算 

（第３号）について 

日程第２１ 議案第１６号 令和３年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第 

２号）について 

日程第２２ 議案第１７号 令和３年度氷川町下水道事業特別会計補正予算 

（第３号）について 

日程第２３ 議案第１８号 令和３年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予 

算（第２号）について 

日程第２４ 議案第１９号 令和４年度氷川町一般会計予算について 

日程第２５ 議案第２０号 令和４年度氷川町国民健康保険特別会計予算につ 

いて 

日程第２６ 議案第２１号 令和４年度氷川町介護保険特別会計予算について 

日程第２７ 議案第２２号 令和４年度氷川町下水道事業特別会計予算につい 

             て 

日程第２８ 議案第２３号 令和４年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算に 

ついて 

日程第２９ 議案第２４号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の 

変更及び規約の一部変さらについて 

 

２．本日の会議に付した事件 

議事日程のとおり 

 

３．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

１番 飯 田 健 二        ２番 西 尾 正 剛 

３番 木 下   厚        ４番 清 田 一 敏 

５番 長 尾 憲二郎        ６番 吉 川 義 雄 

７番 上 田 俊 孝        ８番 三 浦 賢 治 

９番 上 田 健 一       １０番 松 田 達 之 

１１番 片 山 裕 治       １２番 米 村   洋 

 

４．欠席議員はなし。 

 

５．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長  平 山 早 苗   書 記  小 田 尊 之 
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６．説明のため出席した者の職氏名 

町    長  藤 本 一 臣   副 町 長  平   逸 郎 

教 育 長  太 田 篤 洋   総 務 課 長  濤 岡 美智代 

企画財政課長  増 永 光 幸   税 務 課 長  岩 本 博 美 

町 民 課 長  尾 村 幸 俊   福 祉 課 長  山 本 昭 義 

農業振興課長  増 住 豪 二   農 地 課 長  前 崎   誠 

建設下水道課長  星 田 達 也   地域振興課長  村 上 孝 治 

会計管理者  橋 本 智 明   学校教育課長  西 田 美 子 

生涯学習課長  荒 平 健 二   代表監査委員  島 田 博 行 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（米村 洋君） 皆さん、おはようございます。 

ただいまから、令和４年第２回氷川町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（米村 洋君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、７番、

上田俊孝君、８番、三浦賢治君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（米村 洋君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は本日から、３月１６日までの９日間とした

いと思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から３月１６日までの９日間と決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（米村 洋君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

今回受理した請願・陳情等は、お手元に配りました、請願・陳情等一覧表の

とおりです。このうち１件は資料を配付します。 

次に、例月現金出納検査及び定期監査が実施され、その報告書が提出されて

いますので報告します。 

次に、令和３年第２回八代生活環境事務組合議会定例会が開催され、会議録

が提出されていますので報告します。 

次に、八代広域行政事務組合議会令和３年１０月定例会及び令和４年２月定

例会が開催され、会議録が提出されていますので報告します。 

次に、令和４年第１回氷川町及び八代市中学校組合議会定例会が開催され、

会議結果が提出されていますので報告します。 

なお、これらの報告書及び会議録は議会事務局に保管してありますので、ご 

自由に閲覧願います。 

これで諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 行政報告 
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○議長（米村 洋君） 日程第４、行政報告について、町長から発言の申出がありま 

した。これを許します。 

町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 皆さま、おはようございます。 

二十四節気のひとつ、啓蟄を過ぎまして、春の訪れを感じる頃になりました

けども、議員各位には日々ご活躍のこととお喜びを申し上げます。 

本日は、令和４年第２回氷川町議会定例会を招集いたしましたところ、ご多

用の中にお繰り合わせご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。

また、日頃より町政運営にあたりまして、格段のご理解とご協力を賜り、心よ

り感謝とお礼を申し上げます。 

本年度も残り３週間余りとなりましたが、本年度の主な事業の取組につき 

まして、総括をしたいというふうに思っております。 

昨年も、豪雨による熱海での土石流、また、頻発する地震など、全国各地で

大規模な自然災害が発生し、尊い命と貴重な財産が奪われました。 

氷川町においては、風水害等の自然災害が少なく、比較的平穏な年でありま

したが、東日本大震災から１０年、熊本地震から５年の歳月を経て、改めて災

害に対する備えを万全にしておく必要性を痛感しているところであります。 

新型コロナウイルス感染症につきましては、第６波のピークは過ぎたようで

ありますが、新たな変異株が確認されるなど、依然として新規感染者数は横ば

いの状況にあり、熊本県においてもまん延防止等重点措置が再延長されるなど、

いまだ収束の兆しは見えません。本町におきましても、毎日、新規感染者の確

認はされておりますし、今、低年齢層感染が広がっており、少し心配をいたし

ております。しっかりと対応してまいりたいと思っております。 

そのような中、第３回目のワクチン接種及び５歳から１１歳までの低年齢 

層の接種が始まるとともに、ワクチンもファイザー製とモデルナ製を併用する

こととなっておりまして、現場は困難を極めるものと予想しておりますが、医

師会の先生方と連携を図りつつ、慎重かつ万全を期して進めてまいります。 

なお、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業 

につきましては、感染予防機器購入助成や、小中学校のトイレ改修等の感染予

防対策、学生扶養世帯給付金等の住民生活の安定化対策、農業者及び商工業者

の事業継続支援、全町民を対象とした地域振興券発行による低迷した地域経済

の活性化対策など、１７項目の事業を実施したところでありまして、国、県の

事業と相まって、相応の効果を得たものと感じております。なお、令和４年度

の事業についても、交付限度額を目途に実施をする予定であります。 

宇城氷川スマートインターチェンジ開通から８年、アクセス道路全線開通か

ら６年が経過し、多くの皆さま方にご利用をいただいております。直近のスマ

ートインターチェンジの通過利用実績といたしましては、１日平均２,３００
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台が通過をしており、それ以外の車両を含む、アクセス道路の１日の交通量は、

約６,０００台以上が利用をされております。なお、アクセス道路につきまし

ては、舗装の傷みがひどく年次計画で補修しておりますが、今後も社交金事業

等を活用し、財源を確保しながら実施するとともに、県道への昇格についても

宇城市と連携をして、今、県に要望しているところであります。 

ふるさと納税事業につきましては、本年度も順調に伸びており、本年２月末

現在で寄附件数が１万８,５６７件、寄附金額が２億２,８３６万８,０００円

の実績となっており、町及び特産品のＰＲと自主財源確保に役立っております。

また、企業版ふるさと納税につきましても、元旦ビューティ工業及び火乃国食

品様から納付があり、地方創生事業に活用をいたしました。 

ＳＤＧｓの一環として取り組んだペルー共和国への衣類支援事業につきま

しては、一昨年１２月に発送いたしました。その分につきまして、平岡様を通

じて、現地、貧困層の皆さまへお渡しをいただいたというふうに連絡をいただ

きました。昨日も、メールが届いておりまして、現地の新聞にも、大きく報道

されたというふうにお知らせがありまして、大変うれしく思っているところで

あります。なお、本年度収集しました分につきましては、新型コロナ及びペル

ー共和国の政治情勢が不安定なため、発送を見合せておりまして、今、担当課

のほうで保管をしている状況でございます。 

県営事業で施工されております、県道氷川八代線道路改良工事は順調に進 

捗をしておりますが、下水道宮原処理区の八代北部流域下水道への編入につい

ては、先般報告をいたしましたとおり、町発注の管路改修工事において、予期

せぬ事態が発生をし、その対応に必要な補正予算を専決処分するとともに、今

後の工事方法を模索しているところであります。 

一昨年の７月豪雨で被災をしました球磨川流域土砂の、搬入迂回道路とし 

て、昨年１１月末まで利用されておりました、町道こいこい橋線、迫谷・浄土

線、蜜柑山線につきましては、国土交通省九州地方整備局八代復興事務所へ舗

装改修を要望いたしました。要望には、米村議長も同席をいただきまして議会・

町、合わせて要望したところであります。その要望に対しましてご理解をいた

だき、全線の改修が施工中であります。もう既に舗装の工事は終わっておりま

して、あと、路側線の表示が残っている状況でございます。大変ありがたく思

っております。 

分野ごとに申し上げます。 

産業振興の分野では、農地集積加速化事業において、既に法人化した、野津

南、アグリ吉野、アグリ鹿島、肥の川南、東網道、令和きたかのの６法人で、

農業機械の共同利用によるコスト削減と農地集積が図られております。 

併せて、氷川町農事組合法人連絡協議会を核として、町内の各農事組合法人

の連携により、各法人組織の機能強化と農業経営改善に向けた広域的な活動を
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支援したところであります。 

次世代農業を担う、経営感覚にすぐれた経営体の育成を図るため、産地パワ

ーアップ事業に取り組み、農業用施設の整備及び農業用機械設備等の更新拡充

が図られたところであります。 

農業基盤整備事業では、県営湛水防除事業による導水路と排水機場の整備 

が進められております。 

県営基幹水利施設ストックマネジメント事業による氷川大堰の改修が、ほ 

ぼ完了いたしました。 

多面的機能支払交付金事業は、３０地区で取り組まれておりまして、氷川町

広域協定を締結し、氷川土地改良区が事務局となり、一つの事業体として活動

を行っており、各地区内の農道及び排水路等の環境整備が図られております。 

住宅リフォーム促進事業も利用が多く、２月末現在で利用件数４５件、実工

事費５,１４１万４,０００円、補助金額７０８万９,０００円の実績でありま

す。町内の経済活性化に役立っているというふうに思っております。 

６年目になります商工業者を対象とした創業支援・事業所等整備促進事業 

につきましては、創業支援が４件、店舗リフォーム等１件、機械器具購入５件

が行われ、既存の商工業者の経営支援につながっております。 

同じく、６年目となります若手後継者等育成特別推進事業においては、個別

に経営革新指導を実施し、経営力の向上に向けた支援を行いました。 

宇城氷川スマートインター隣地に、火乃国食品工業株式会社氷川工場が完 

成をし、操業を開始されております。雇用の場の確保につながっているところ

であります。 

氷川ツーリズム事業であります氷川まつり、梨マラソン大会、ヘラブナ釣り

大会、ウォーキング大会などのイベント事業は、新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、全て中止といたしました。 

保健福祉の分野では、３年目となります、高齢者等福祉タクシー利用料金支

援実証事業については、交付決定件数は横ばい状態でありますが、その利用率

は、２月末現在で５７.３パーセントと伸び悩んでおります。 

病児病後児保育児童につきましては、登録者数が３４名、実利用人数が１０

６名、延べ利用人数は２４６名の実績であり、前年度に比べ３.５倍の利用実

績であります。 

特定健診事業については、受診率が伸び悩んでおりますので、受診勧奨を行

うとともに、人間ドック及び各種がん検診費用助成の活用により、疾病の早期

発見・早期治療に役立っております。 

ふれあいいきいきサロン事業については、町内全地区で実施をされており 

ますが、新型コロナウイルス感染予防のため休止の状態であり、敬老会は中止

いたしました。 
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第２期氷川町子ども子育て支援事業計画に基づき、妊娠期・乳児期から１８

歳までの切れ目のない支援、施策を総合的かつ計画的に推進しているところで

あります。 

竜北西部小学校学童保育所建設事業は、造成工事が完了するとともに、実施

計画業務も完了をいたしました。 

介護保険事業については、氷川町高齢者福祉計画及び第８期介護保険事業 

計画に基づき、介護が必要な高齢者の生活の支えとして実施をしているところ

であります。 

災害ボランティア支援体制の整備を推進するために、連携協働ガイドライ 

ンに基づき、社会福祉協議会と連携をして、必要な訓練を実施いたしました。 

教育面では、新型コロナウイルス感染予防策として、町内全小中学校のトイ

レの洋式化を行うとともに、全児童生徒へ配備しましたＩＣＴ用教育用タブレ

ットの活用により、学習環境の向上が図られているところであります。 

宮原小学校並びに竜北西部小学校校舎の教室及び廊下の研磨作業が完了 

し、安全面の確保につながっているところであります。 

本町教育の特色でありますコミュニティ・スクール及び学校支援地域本部事

業の取組では、地域防災組織との連携による広域防災訓練の実施や地域連携に

よる教育現場への直接的支援により、魅力ある学校づくりにつながっておりま

す。 

生涯学習事業につきましては、新型コロナウイルス感染予防の観点から、町

民体育祭及び各種イベントは中止をいたしましたものの、成人式は、場所、開

催方法を工夫して実施することが出来ました。新成人者も大変喜んでいるとこ

ろであります。 

生活環境の分野では、ごみ減量化宣言から３年が経過をいたしましたが、本

年度新たに常設のリサイクル収集所２か所を設置するとともに、電気式生ごみ

処理機の普及と、資源ごみリサイクルへの啓発を行い、町民の皆さまのご協力

により、少しずつではありますが、ごみの減量化が図られております。 

塩害対策の一環として、氷川浜牟田橋下流域への導水路設置事業について 

は、県事業として進められるとともに、併せて河川堤防の環境改善にもつなが

りました。 

防災・防犯対策といたしましては、地区別防災計画に基づき、地区ごとに各

種防災訓練が実施をされており、防災意識の高揚が図れたものというふうに感

じております。整備が完了した防災行政無線を駆使し、災害関係及び行政連絡

など、必要な情報を適時適切に提供いたしております。 

野津防災公園に続き、宮原防災公園が完成をし、緊急な場合の避難場所とし

て、平常時は、地域住民の皆さまの憩いの場所として活用をされております。 

全世帯に配布した氷川町防災マップにつきましては、各種災害ごとの被害 
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想定区域及び被害程度等を色分けし、避難場所等を表示してあり、その活用に

より、防災意識の向上につながっているものと感じております。 

八代広域行政事務組合鏡消防署氷川分署については、氷川町はもとより、八

代市の一部も管轄範囲となっており、地域の安全安心に役立っております。 

空き家バンク事業においては、空き家登録件数６９件、利用希望登録件数１

４６件でありまして、本年度契約件数が１４件の実績であります。 

行政運営の分野では、議会会議録作成支援システム及び行政事務のペーパ 

ーレス会議システムを導入いたしました。 

第２次氷川町総合振興計画、第２期地方創生総合戦略並びに氷川町国土強靱

化地域計画で示したまちづくりの基本方針及び各種施策の遂行に、努めたとこ

ろであります。 

氷川町第２次行政改革大綱及び実施計画に基づいた改革を確実に実践する

とともに、堅実な行政運営を行うためにも、進捗状況の確認と成果の検証を行

っているところであります。 

適正な施設管理と効果的な運用を図るため、氷川町公共施設等総合管理計 

画策定をいたしました。行政運営の原動力である、職員の能力開発と育成に尽

力するとともに、人事考課を厳正に行っているところであります。 

国が進める、まち・ひと・しごと地方創生関連では、地方創生加速化交付金

を活用した事業を、第２期定住自立圏共生ビジョンに基づき、八代市及び芦北

町と連携して実施をいたしました。 

以上、各分野での事業推進に最善を尽くしてまいりましたが、議員各位並び

に町民の皆さま方をはじめ、関係組織機関のご協力のもと、全職員が一丸とな

って職務に精励したことにより、相応の効果を得る行政運営が出来たと考えて

おります。 

以上、令和３年度の行政報告といたします。 

○議長（米村 洋君） これで行政報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 ５ 承認第 ２号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ６ 承認第 ３号 専決処分の報告及び承認について 

日程第 ７ 議案第 ２号 氷川町成年後見制度利用促進協議会設置条例の 

制定について 

日程第 ８ 議案第 ３号 氷川町一般職の職員の給与に関する条例及び氷川 

町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一 

部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第 ４号 氷川町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を 

改正する条例について 

日程第１０ 議案第 ５号 氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改 
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正する条例について 

日程第１１ 議案第 ６号 氷川町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を 

改正する条例について 

日程第１２ 議案第 ７号 氷川町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期 

末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正す 

る条例について 

日程第１３ 議案第 ８号 氷川町フルタイム会計年度任用職員の給与等に関 

する条例の一部を改正する条例について 

日程第１４ 議案第 ９号 氷川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改 

正する条例について 

日程第１５ 議案第１０号 氷川町消防団条例の一部を改正する条例について 

日程第１６ 議案第１１号 氷川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

について 

日程第１７ 議案第１２号 氷川町下水道条例の一部を改正する条例について 

日程第１８ 議案第１３号 氷川町町道の構造の技術的基準を定める条例の一 

部を改正する条例について 

日程第１９ 議案第１４号 令和３年度氷川町一般会計補正予算（第１０号）に 

ついて 

日程第２０ 議案第１５号 令和３年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算 

（第３号）について 

日程第２１ 議案第１６号 令和３年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第 

２号）について 

日程第２２ 議案第１７号 令和３年度氷川町下水道事業特別会計補正予算 

（第３号）について 

日程第２３ 議案第１８号 令和３年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予 

算（第２号）について 

日程第２４ 議案第１９号 令和４年度氷川町一般会計予算について 

日程第２５ 議案第２０号 令和４年度氷川町国民健康保険特別会計予算につ 

いて 

日程第２６ 議案第２１号 令和４年度氷川町介護保険特別会計予算について 

日程第２７ 議案第２２号 令和４年度氷川町下水道事業特別会計予算につい 

             て 

日程第２８ 議案第２３号 令和４年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算に 

ついて 

日程第２９ 議案第２４号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の 

変更及び規約の一部変さらについて 

○議長（米村 洋君） 日程第５、承認第２号、専決処分の報告及び承認について
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から、日程第２９、議案第２４号、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する

事務の変更及び規約の一部変さらについてまでを一括議題とします。 

町長の施政方針及び提案理由の説明を求めます。 

藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） それでは、令和４年度施政方針並びに提案理由の説明を行

います。 

政府は、昨年６月に閣議決定した、経済財政運営と改革の基本方針２０２１

において、次なる時代をリードする新たな成長の源泉として、グリーン社会の

実現、官民挙げたデジタル化の加速、日本全体を元気にする活力ある地方創り、

少子化の克服、子どもを産み育てやすい社会の実現を掲げており、経済財政の

運営については、当面は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に、引き

続き万全を期す中で、厳しい経済的な、影響に対して、雇用の確保と、事業の

継続、生活の下支えのための重点的・効果的な支援策を講じ、国民の命と暮ら

しを守り抜くとしており、令和４年度の予算要求に当たっては、基本方針とし

ては、前年度当初予算額の９０パーセント以内というふうにされました。 

また、熊本県においては、平成２８年の熊本地震、新型コロナウイルス感染

症、令和２年７月豪雨によって、これまで経験したことのない危機にあり、こ

れら３つの課題に対応するため、類似の予算を編成されてまいりました。 

令和４年度予算編成方針と併せて算定された、中期的な財政収支の試算に 

よりますと、令和４年度以降５年間において、各年度１４億から５２億、累計

１８６億の財源不足が生じ、県債残高は、今後も増加していくことが見込まれ

るなど、厳しい財政状況にあります。 

このようなことから、真に必要な事業への選択と集中を徹底し、将来負担を

考えながら、新型コロナウイルス感染症による危機の克服、２つの災害からの

創造的復興を成し遂げることとされております。このことを踏まえ、歳出予算

に限度額を設けた予算編成をするとされました。 

本町に甚大な被害をもたらした平成２８年熊本地震から６年を迎えます。 

この間、官民一体となった復旧復興への取組により、震災前の状態を取戻した

矢先に、新型コロナウイルス感染症が発生をし、感染拡大の長期化による、地

域経済及び町民の日常生活への影響は極めて大きなものとなっております。令

和３年度においても、多額の予算を投じ、感染症防止対策や、地域経済及び日

常生活の回復に必要な施策を講じてまいりました。 

このような中、令和２年度一般会計決算による、実質収支は４億１,０３１

万円の黒字ですが、繰越金や積立金、取崩し額を含めた、実質単年度収支は１

億７,９６０万７,０００円の赤字となりました。また、経常収支比率は９８.

７パーセントとなり、前年に比べ２.３ポイント上昇をいたしました。公債費

の増加等に伴って、経常経費に充当する一般財源が増加するため、経常収支比
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率の上昇が続く見込みとなっております。 

今後、歳入における一般財源総額の増額は見込めない状況にあります。地方

交付税の段階的縮減に備えた財政調整基金の残額は、令和２年度末で１７億円

と、前年度に比べ約３億円が減少しており、財政調整基金を取り崩さなければ、

予算が組めない状況は依然として続いているため、一般財源歳出の抑制を急が

なければ、基金が早急に枯渇してしまう恐れがあります。 

そのような中、先般、総務省において、過疎地域の継続的発展の支援に関す

る特別措置法の基準に定める人口要件及び財政力要件の要件を満たすという

ことで、本年４月１日に、本町の竜北地区が過疎地域として公示される見込み

であります。指定後は、通常の地方債より自由度が高く有利な財政措置である

過疎対策事業債を発行することが出来ますので、必要に応じて活用してまいり

たいというふうに考えております。 

そこで、令和４年度一般会計予算の編成方針として、歳入面では、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けて、令和２年度と令和３年度の９月末時点にお

ける調定ベースでは、若干の減少が見られ、収束の見通しが立たない状況から、

令和４年度においても、年間総額での減少を見込みました。 

また、歳出面の見通しといたしましては、投資的経費においては、町道の維

持補修や改良事業、下水道宮原処理区の広域化事業、竜北地区湛水防除事業、

竜北西部小学校学童保育所整備事業に加え、公共施設の老朽化に伴う大規模修

繕が計画をされていることから、大きな財政需要が見込まれ、今後も、経常収

支比率が高い水準で推移し、財政構造の硬直化が懸念をされております。 

このため、令和４年度氷川町一般会計予算につきましては、収入増加が見込

めない状況の中で、重要な事業につきましては必要な財源を確保する一方で、

事業規模の精査を行うことで、歳出抑制を図り、その他の事業においては、行

政評価等の活用による、事務事業の見直しを積極的に行い、財政健全化に向け

た取組を着実に実行することとし、職員一人一人が町財政の厳しい状況につい

て共通の認識に立った上で、思い切った合理化、効率化を行うなど、これまで

以上に徹底したコストの意識のもとに、メリハリのある、予算編成に心がけた

ところであります。対前年度比５.２パーセントの総額６８億４,１６２万円と

いたしました。 

歳入では、町税、地方交付税、国庫支出金及び寄附金の増加を見込み、財源

確保のため、財政調整基金からの繰入れを行い、町債につきましては、必要最

小限度の起債に抑えたところであります。 

歳出では、議会費から予備費まで、全てを増額予算といたしました。 

氷川町が誕生して１７年目を迎え、基礎自治体としての礎を築くとともに、

持続可能なまちづくりに向けた、大胆な発想と、改革の時期を迎えております。 

令和４年度は、命と暮らしを守る、堅実な町政運営と改革の実践と位置づ 
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け、ウィズコロナ、アフターコロナに向けたきめ細やかな対応と、財政健全化

を見据えた徹底した行財政改革に取り組むとともに、国が掲げる、日本全体を

元気にする、活力ある地方創生と、住民生活を最優先に考える多様性のある柔

軟な視点を持ち、氷川町総合振興計画並びに地方創生総合戦略に基づいた次の

５つのまちづくり戦略を掲げ、議会の協力をいただき、町民の皆さまと協働し

ながら、「安心して暮らせ、幸せを実感できる持続可能な田園都市・氷川町」

の創造に向けた、堅実な町政運営を行ってまいりますので、一層のご理解とご

協力をお願い申し上げます。 

まず、新型コロナ感染予防ワクチン接種につきましては、第３回目の接種と、

５歳から１１歳を対象とした低年齢層の接種を推進するとともに、新型コロナ

ウイルス対応地方創生臨時交付金を活用した事業につきましては、第３次地域

振興券の発行、第３次農業収入安定化事業、収入保険の助成、竜北物産館感染

防止対策事業、スマート田園都市氷川推進事業、地区公民館感染予防対策機器

購入事業、行政業務デジタル化推進事業等、１８項目の事業を実施することと

し、令和４年度一般会計予算に計上いたしております。 

分野ごとに申し上げます。 

１点目に、魅力ある産業の振興を図ってまいります。 

安定した生活基盤を確保するためには、基幹産業である農業、商工業に活力

と魅力がなくてはなりません。 

農業振興策としては、足腰の強い持続可能な農業経営を図るために、各種生

産組織及び営農組織を中核とした、組織型農業を推進するとともに、共同経営

を視野に入れた農事組合法人並びに担い手農家の育成を図ってまいります。 

農地集積加速化事業については、既に農事組合法人として設立しておりま 

す６つの法人の経営安定に向けた支援を継続して行ってまいります。 

農地課と農業委員及び最適化推進委員の皆さまとの連携により、熊本県中間

管理機構を活用した、農地の集積を積極的に推進してまいります。 

い業機械再生支援事業も継続をして実施することとし、い業関連機械の維持

管理費を支援することにより、生産機械の長寿命化を図ります。 

農業次世代人材投資事業及び有害鳥獣被害対策事業の国県事業を積極的に

活用し、新規就農者の支援及び鳥獣被害の防止を図ってまいります。 

氷川町農業元気づくり支援事業は、イチゴ減農薬推進、施設園芸薬剤抵抗性 

害虫対策、梨・柑橘・露地野菜・葉たばこ重要病害虫対策、牛異常産予防ワク

チン接種、また、本年度から、花き日持ち性向上対策など８つの事業を展開い

たします。 

スマート農業普及促進事業及び農業用水浄化装置普及促進事業は、町単独 

事業として、個別に支援をしてまいります。 

また、継続事業といたしましては、経営所得安定対策事業、経営体育成支援
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事業、氷川町販売戦略基本計画に基づく農産物販売戦略強化事業・農産物輸出

促進事業をはじめ、農地の利活用調整、利活用状況調査等の農業委員会の機能

充実を支援する機構集積支援事業及び、耕作放棄地解消緊急対策事業にも取り

組むことといたしております。 

農業経営の安定化と農家負担の軽減を目的とした、農業収入安定化事業に 

つきましては、これまでどおり、施設共済保険と収入保険、二本立てで支援を

してまいります。 

水産基盤整備交付金事業におきましては、アサリ・ハマグリ稚貝の放流及び

漁場の耕うんを継続して実施をいたします。 

新規事業といたしまして、森林環境譲与税を活用して、町内の森林現況調査

を実施します。 

農業基盤整備促進事業として、団体営農業農村整備事業による高塚用水の 

改修、不知火干拓用排水路整備に向けた水利施設等保全高度化事業及び農業競

争力強化事業、砂川排水機場の更新に着手をするとともに、国営造成施設管理

体制整備促進事業を、氷川町土地改良区と連携をし、実施してまいりたいと思

っております。 

多面的機能支払交付金事業につきましても引き続き、３０地区で、取り組ま

れる予定であります。農村環境の保全と改善に向けた取組を支援してまいりま

す。 

竜北地区県営湛水防除事業につきましては、排水機場の建設に着手すると 

ともに、導水路整備も同時並行で、熊本県とともに、計画的な推進を図ってま

いります。 

商工業振興策といたしましては、継続して創業支援事業所等整備促進事業 

を推進し、新規創業する商工業者の店舗及び機械器具の整備と、既存の商工業

者の店舗リフォーム及び機械器具等の更新について、支援をしてまいります。 

同じく継続事業として、若手後継者のあるいは創業予定者の経営力向上に 

向けたソフト面の支援を行うため、若手後継者等育成特別推進事業も併せて実

施をしてまいります。 

住宅リフォーム促進事業を継続して実施することとし、中小建設業者の支 

援、また、空き家対策としての地域環境の改善とともに、町内商工業者の振興

を図る予定であります。 

ネット通販販路拡大事業、地域資源活用特産品開発・販路拡大事業を、販売

戦略商工会補助金として位置づけ、雇用の確保、商工会活動の支援と商工業者

の経営革新を支援してまいります。 

町単独のプレミアム付き商品券の発行につきましては、継続して実施をい 

たします。町内における購買力の向上を目指すところであります。 

企業誘致活動につきましては、昨年秋より、火乃国食品工業氷川工場が操業
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を開始いたしましたが、企業立地促進補助金を分割で交付をするとともに、新

たな企業誘致に向けて積極的に取り組んでまいります。 

道の駅竜北、竜北公園、宮原まちつくり酒屋、立神峡公園、秋山幸二ギャラ

リーが相互に連携をとりながら、その活用を図ることといたしております。 

ここ２年、中止をいたしております、氷川まつり、梨マラソン大会、ヘラブ

ナ釣り大会、ウォーキング大会など、各種イベントにつきましても、それぞれ

工夫をして実施をするとともに、町外からの交流人口を増やし、地域経済の活

性化につなげてまいりたいと考えております。 

２点目に、地域でいきいきと暮らせる保健福祉のまちづくりであります。 

何と言いましても、新型コロナウイルス感染症予防ワクチン接種が最優先 

でありますので、個別接種と集団接種の併用型で推進をしてまいります。 

「生活の安定は健康づくり」という視点から、疾病の早期発見・早期治療を

促進をし、町民の皆さまの健康増進と医療費の抑制を図るため、保健予防、健

診事業及び健康相談、保健指導、食生活改善指導をさらに強化推進してまいり

ます。 

高齢者等福祉タクシー利用料金支援事業を継続して実施をいたします。交 

通手段が乏しい高齢者及び障がいをお持ちの皆さまを支援することといたし

ております。 

病児病後児保育が八代北部地域医療センターを事業主体として実施されて

おりますので、今後も運営及び財政支援を行います。 

八代市・市郡医師会と連携して設置をしております、八代地域在宅医療・介

護連携支援センターを核として、地域包括ケアシステムの構築をさらに進めて

まいります。 

第８期氷川町介護保険事業計画に基づき、対象者個々のニーズに応じた、適

切な介護保険サービスを提供いたします。 

人間ドック受診費用、各種がん検診費用、高齢者肺炎球菌予防接種費用、イ

ンフルエンザ予防接種費用の助成を継続して実施をいたします。 

子育て及び定住促進対策といたしまして、現在、高校生までの医療費の無料

化、産前産後ホームヘルプサービス事業及びすこやか赤ちゃん出産祝い金事業

を継続して実施するとともに、保健師を中心とした氷川町子育て世代包括支援

センターをさらに充実をさせ、新たに、産後ケア事業及び産婦健診健康診査事

業を実施し、子育て世代の支援を推進してまいります。 

保育料の完全無料化につきましては、多方面からの調査検討を進めること 

といたしております。 

高齢者及び障がい者福祉対策といたしましては、いきいきサロン事業、食の

自立支援事業、通所型介護サービス事業、高齢者及び障害者住宅改造助成事業

の継続事業をはじめ、障害者総合支援法に基づくさまざまな支援事業を実施す
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るとともに、就労支援など、自立支援にも取り組んでまいります。 

特に、いきいきサロン事業につきましては、全地区で開催しております。高

齢者のみならず、地域の各年代層の方々が関わりを持てる機会をつくり、地域

ぐるみで高齢者を見守る環境づくりを進めてまいります。 

町社会福祉協議会の地域福祉計画及び組織改革計画を踏まえ、各サービス 

の業務形態と職員の就業形態を改め、社会福祉協議会の円滑な事業運営に努め

るとともに、社会福祉協議会と民間施設との役割分担を図り、氷川町に適応し

た、社会福祉協議会独自の地域で支える介護福祉の環境づくりを進めてまいり

ます。 

３点目に、人を育む魅力ある教育の振興でございます。 

竜北西部小学校の学童保育所につきましては、本年度、施設建設工事を実施

いたします。 

新規事業として、不登校の未然防止及びその解消を図り、児童生徒の登校、

学校復帰を支援することを目的に、氷川町文化センター内に教育支援センター

を設置し、運営をしてまいります。 

中学生の英語検定受験助成事業を継続し、日本英語検定協会が実施する 実

用英語技能検定試験の費用の全部及び一部を助成し、英語に対する学習意欲の

向上を図ります。 

小中学校に導入が完了したＩＣＴ機器、及びＩＣＴ支援員２名を配置し学習

支援を行うことで、学力の向上を目指します。 

継続して、県費教職員を指導主事として本町に配置をし、教職員の授業力向

上及び学級経営、生徒指導等への指導助言とともに、本町教育の特色でありま

す、コミュニティ・スクールの取組を推進してまいります。 

全小中学校における要支援児童生徒への教育支援を行う要支援児童生徒教

育支援事業及び、地域ぐるみで学校運営を支援する学校支援地域本部事業も、

継続して取り組んでまいります。特に要支援児童生徒支援員につきましては、

５校合わせて１１名体制で支援をしてまいります。 

学校施設の修理並びに教材備品等の購入につきましては、学校現場の要望を

尊重して進めることといたしております。 

小学校部活動が社会体育に移行して４年が経過をいたしました。今後も円 

滑な活動が図られるよう、指導者の育成等の支援を行ってまいります。 

幼児期における質の高い保育教育を支援するための、子ども・子育て支援事

業計画及び新世代育成支援対策行動計画に基づく事業を実行するとともに、全

ての子どもと子育て世帯が安全、安心、健康に暮らせる町を目指してまいりま

す。 

八火図書館も、多くの町民の皆さまにご利用いただいておりますが、今後も

蔵書数を増やすとともに、本施設を中核として学校図書館との連携を図りなが
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ら、積極的に図書館活動を実施してまいります。 

社会教育施設及び社会体育施設のトイレの洋式化を行いたいというふうに

思っております。そのことによりまして、利用者の利便性の向上を図ることと

いたします。 

氷川町体育協会の組織の強化と会員の拡大を目指して、相互に連携を図りな

がら、社会体育と文化の振興に向けた支援を行います。 

４点目は、魅力ある暮らしやすいまちづくりを進めてまいります。 

地球環境への負荷軽減による自然と共生するまちづくりを目指して、太陽 

光施設等の費用助成を行う住宅用新エネルギー等導入促進事業及び、合併浄化

槽設置助成事業を、継続して実施をいたします。 

ごみ減量化宣言から４年目を迎えますが、生ごみ減量化を目指しました電 

気式生ごみ処理機及びコンポスト費用助成は継続をして実施をし、積極的にそ

の普及を図り、ごみの減量化に努めてまいります。 

八代市環境センターにおける氷川町のごみ広域処理につきましては、八代

市・氷川町循環型社会形成推進協議会において協議を進めており、広域化の在

り方及び委託料の設定、並びに閉鎖後の宮原クリーンセンターの処分等につい

ても協議を深めてまいります。 

海洋環境保全に資するとともに、河川環境保全への波及効果を目指して、海

岸漂着物及び漂流・海底ごみの回収処理事業を実施いたします。 

防災・防犯対策といたしましては、熊本地震を踏まえて一部見直した氷川町

地域防災計画に基づく対応を徹底するとともに、氷川町防災マップ・地区別防

災計画に基づき、防災訓練をはじめ、地区住民の皆さまの防災意識の醸成を推

進してまいります。 

新規事業といたしまして、防犯効果・証拠能力による関係者判明ツールとし

て、学校施設等に通じる道路に防犯カメラ８基を設置いたします。 

防災行政無線を活用し、必要な情報を適時適切に提供するとともに、災害対

応資機材及び食料等の備蓄を計画的に進めてまいります。 

消防団及び自主防災組織を核とした地域防災体制の充実と地域ぐるみで見

守る防犯体制を確立するとともに、機能的な組織づくりを図ってまいります。 

特に、消防団につきましては、団員報酬の改定及び出動手当の創設を行い、

処遇の改善を図るとともに、消防活動資機材及び装備の整備を図ります。併せ

て、消防団員定数の見直しの検討に入ってまいります。 

下水道事業につきましては、経営改善に向けた使用料の改定を行うととも 

に、企業会計移行への準備を進め、竜北地区の各世帯への普及率の向上を図る

とともに、県営事業で進めております宮原処理区の八代北部流域下水道への編

入工事を、県営事業で、県と連携をして実施をしてまいります。 

集落内の道路、河川及び排水路につきましては、氷川町道路整備基本計画 



18 

 

と、地区からの要望との整合性を図りながら、社会資本整備総合交付金等、国・

県の事業を積極的に活用しつつ、優先順位をつけて整備を行うこととしており

ます。 

また、県道氷川八代線改良工事につきましては、熊本県が実施主体で行われ

ております。町としても、連携協力して、事業が１日も早く完成をいたします

ように努めてまいります。 

町が管理する既設の橋梁につきましては、橋梁の長寿命化修繕計画に基づき、

こちらも優先順位をつけて改良工事を行います。 

町内の住宅建設物の安全性の確保と耐震性の向上を図るための住宅・建築物

耐震改修促進計画に基づき、個別住宅耐震診断事業及びアスベスト調査分析事

業を継続して実施をしてまいります。また、氷川警察署跡地に民間活力を活用

した賃貸住宅の建設に向けた、基本計画・調査設計業務を発注をするとともに、

公営住宅等長寿命化計画に基づき、老朽化した町営住宅の整備と活用を図って

まいります。 

定住促進施策の一環として、継続事業として、空き家バンクに登録した空き

家リフォーム助成、引越し及び家財撤去費の助成を行うとともに、移住体験住

宅を活用し、移住希望者の体験宿泊や、空き家店舗及び遊休農地等の情報発信

を行い、町外はもとより県外からの移住者の受入れを行うよう、移住定住促進

プロジェクト事業も継続をして実施をしてまいります。 

５点目に、住民自治を支える行政運営の推進であります。 

既に導入をいたしました議会会議録作成支援システム及び行政事務のペ 

ーパーレス会議システムの活用を図るとともに、オンラインによる在宅勤務に

対応する環境を整備してまいります。 

第２次氷川町総合振興計画、第２期地方創生総合戦略並びに氷川町国土強靱

化地域計画で示したまちづくりの基本方針及び各種施策を着実に遂行するた

めには、財源が必要でありますので、創意工夫による財源の確保と堅実な行財

政運営を図ってまいります。 

氷川町第２次行政改革大綱及び実施計画に基づいた改革を確実に実践する

とともに、堅実な行財政運営を図るためにも、進捗状況の確認、成果の検証を

きちんと行い、さらに公表することにより、第三者のご意見を賜りながら進め

てまいります。 

さらに、効率の良い機能的な行政組織とするため、公共施設の管理運営計画

に基づき、適正な施設の管理と効率的な運用に努めてまいります。 

行財政運営の原動力であります、職員の能力開発、人材育成、これにつきま

しても、これまで以上に取り組みたいと思っております。また、職員の定数管

理計画に基づきましても、もう１回見直してみたいと思っております。その背

景には、定年延長制度が導入されてまいります。それぞれ、事務事業のですね、
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いわゆる地方への移管が進んでおります。機械を導入しましても、最終的に仕

事を行うのは人であります。職員であります。しっかりですね、その定員をき

ちんとした定員を確保するためにも、この計画をしっかりと、もう１回見直す

ということを実施してまいりたいと思っております。 

住民と行政の協働によるまちづくりを進めていく上では、町民の皆さまと 

の対話と協調が重要であり、情報を共有する必要がありますので、さまざまな

機会を通じて、民意の聴取と情報提供に努めてまいります。 

大空町との人材交流及び物産の相互交流を継続するとともに、ペルー共和国

との友好の絆を深めてまいります。 

行政運営そのものが、ＳＤＧｓ「誰１人取り残さない」社会の実現につなが

るものと確信しております。住民主体の行政運営に取り組んでいく所存であり

ます。 

以上、５つのまちづくり戦略を令和４年度の町政運営の基本方針とし、安心

して暮らせ幸せを実感できる持続可能な田園都市・氷川町の創造を目指して、

職員とともに全身全霊を傾注して、緊張感を持って取り組んでまいる所存でご

ざいますので、議員各位にも、より一層のご理解とご協力をお願い申し上げま

して、令和４年度の施政方針といたします。 

引き続き、提案理由の説明を行います。 

本定例会に提案をいたしておりますのは、承認２件、条例の制定及び一部改

正１２件、令和３年度一般会計並びに特別会計補正予算５件、令和４年度一般

会計並びに特別会計予算５件、その他１件でございます。 

承認第２号は、専決処分した令和３年度一般会計補正予算（第９号）につい

て、報告をし、承認を求めるものでございます。 

承認第３号は、専決処分した令和３年度氷川町下水道事業特別会計補正予 

算（第２号）について、報告し、承認を求めるものでございます。 

議案第２号は、成年後見制度の利用促進に関する法律に基づき、氷川町成年

後見人制度利用促進協議会設置条例を制定するものであります。 

議案第３号は、令和３年、国の人事院勧告に基づき、一般職の職員及び任期

付職員の期末手当の支給率を改正するとともに、特殊勤務手当算出根拠の見直

しにより、関係条例の一部を改正するものでございます。 

議案第４号は、令和３年、国の人事院勧告に基づき、町長等の期末手当の支

給率を改正するため、関係条例の一部を改正するものであります。 

議案第５号は、令和３年国の人事院勧告に基づき、議会議員の期末手当の支

給率を改正するとともに、氷川町成年後見人制度利用促進協議会委員の報酬及

び費用弁償の規定を新たに追加するため、関係条例の一部を改正するものであ

ります。 

議案第６号は、町税の賦課及び徴収に関する事務に従事する職員に支給し 



20 

 

ている税務手当の算出根拠を変更するため、関係条例の一部を改正するもので

ございます。 

議案第７号は、令和３年、国の人事院勧告に基づき、氷川町パートタイム会

計年度任用職員の期末手当の支給率を改正するため、関係条例の一部を改正す

るものであります。 

議案第８号は、令和３年、国の人事院勧告に基づき、氷川町フルタイム会計

年度任用職員の期末手当の支給率を改正するため、関係条例の一部を改正する

ものでございます。 

議案第９号は、国家公務員に係る妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援のた

めに講ずる措置が公表され、地方公務員も、その措置との、権衡を踏まえるこ

とが求められているため、関係条例の一部を改正するものであります。 

議案第１０号は、消防庁長官通知に基づき、消防団員の報酬等基準の見直し

に伴い、関係条例の一部を改正するものでございます。 

議案第１１号は、全世代対応型社会保障制度を構築するための、健康保険法

等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備等に関する政令の公布

に伴い、関係条例の一部を改正するものであります。 

議案第１２号は、下水道事業の経営安定に向けて、下水道使用料の改定を行

うため、関係条例の一部を改正するものであります。 

議案第１３号は、道路法並びに道路構造令の改正に伴い、関係条例の一部を

改正するものでございます。 

議案第１４号から議案第１８号までは、令和３年度一般会計並びに特別会 

計の補正予算でありまして、一般会計、及び特別会計ともにそれぞれ過不足が

生じておりますので、補正するものであります。 

議案第１９号は、令和４年度、氷川町一般会計予算でありまして、歳入歳出

予算の総額を対前年度比５.２パーセント増の６８億４,１６２万円とするも

のであります。 

議案第２０号は、令和４年度氷川町国民健康保険特別会計予算でありまし 

て、歳入歳出予算の総額を対前年度比２.８パーセント減の、１８億６,０８６

万７,０００円とするものでございます。 

議案第２１号は、令和４年度氷川町介護保険特別会計予算でありまして、歳

入歳出予算の総額を、対前年度比６.２パーセント減の１６億５,６１４万円と

するものでございます。 

議案第２２号は、令和４年度氷川町下水道事業特別会計でありまして、歳入

歳出予算の総額を対前年度比１パーセント増の５億３１万１,０００円とする

ものでございます。 

議案第２３号は、令和４年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算でありま 

して、歳入歳出予算の総額を、対前年度比８.２パーセント増の２億２５３万



21 

 

８,０００円とするものでございます。 

議案第２４号は、熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及 

び規約の一部変さらについて、同文議決を求めるものでございます。 

以上、簡単に説明をいたしましたが、具体的な内容につきましては、担当課

長に説明をさせますので、よろしくご審議をいただき、円満なるご決定をいた

だきますようお願い申し上げまして、施政方針並びに提案理由の説明とさせて

いただきます。 

○議長（米村 洋君） ここで１１時１５分まで暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０６分 

再開 午前１１時１６分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（米村 洋君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

これから、承認第２号から順次、詳細説明を求めます。 

企画財政課長、増永光幸君。 

○企画財政課長（増永光幸君） 承認第２号、専決処分の報告及び承認についてご

説明いたします。 

地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和４年２月１８日付けで専決

処分した事件について、同条第３項の規定により、別紙のとおり報告し、承認

を求めるものです。 

開けていただきまして、１ページをご覧ください。専決第１号、令和３年度

氷川町一般会計補正予算（第９号）です。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ４,１７２万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ７７億１,０５５万３,０００円とするものです。 

歳出についてご説明いたします。 

７ページをご覧ください。３５款、土木費、２０項、下水道費、５目、公共

下水道費、２７節、繰出金４,１７２万２,０００円は、公共下水道管路改修更

新修繕工事において、突発的に発生した管破損に緊急に対応する工事費等の財

源として、下水道事業特別会計へ繰り出すものです。 

続きまして、歳入についてご説明いたします。 

６ページをご覧ください。８５款、繰入金、１０項、基金繰入金、５目、５

節、財政調整基金繰入金、４,１７２万２,０００円は、下水道事業特別会計へ

の繰出金の財源とするものです。 

以上が専決第１号、令和３年度氷川町一般会計補正予算（第９号）の内容で

す。緊急を要し、議会を招集する時間的余裕がないことから専決処分したもの

です。 

これで、承認第２号について、説明を終わります。 
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○議長（米村 洋君） 建設下水道課長、星田達也君。 

○建設下水道課長（星田達也君） 承認第３号、令和３年度氷川町下水道事業特別

会計補正予算（第２号）について説明します。 

令和３年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第２号）を令和４年２月１

８日付で専決処分をしましたので、地方自治法第１７９条第１項の規定により、

議会の承認を求めるものです。 

１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

４,１７２万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５

億６,８５３万８,０００円とするものです。 

まず、歳出の説明を行います。 

７ページをご覧ください。５款、５項、公共下水道費、１０目、公共下水道

維持費で、下水道管破損に伴う修繕工事を施工していましたが、掘削した結果、

管内に大量の土砂が流入して、管を塞いでいる状況が確認され、路線配管内に

汚水が貯留していることが判明しましたので、緊急にバイパス工事及び管内貯

留汚水の吸引が必要になりました。 

そのため、修繕工事の追加分として４,０００万円を補正するものです。 

５目、総務管理費では、吸引に伴う職員の人件費及び、バイパス工事に伴う、

水中ポンプ運転用の発電機、燃料費をそれぞれ補正しています。 

次に、歳入の説明を行います。 

６ページをご覧ください。歳出で説明を行いました、止水工事追加分に伴う

歳入として、２０款、繰入金、５項、５目、５節、一般会計繰入金として、４,

１７２万２,０００円を計上しております。 

８ページの給与費明細書につきましては、内容をご確認ください。緊急を要

する事業で、議会を招集する時間的余裕がありませんでしたので、専決処分を

したものでございます。 

これで、承認第３号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 福祉課長、山本昭義君。 

○福祉課長（山本昭義君） 議案第２号、氷川町成年後見制度利用促進協議会設置

条例の制定について説明いたします。 

氷川町成年後見制度利用促進協議会設置条例を別紙のとおり制定するため、

地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございま

す。 

提案理由としまして、成年後見制度の利用促進に関する法律第１４条の規 

定に基づき、成年後見制度の利用促進に関して、法律・福祉などの専門職や関

係機関が連携し、協議する体制を構築するため、氷川町成年後見制度利用促進

協議会を設置するものです。 

次のページをお願いします。第１条、設置の目的、第２条、協議内容、第３
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条から第７条までは、委員及び会議等組織に関することを定めています。なお、

この条例は令和４年４月１日から施行するものです。 

これで、議案第２号、氷川町成年後見制度利用促進協議会設置条例の制定に

ついて説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん 

○総務課長（濤岡美智代さん） 議案第３号、氷川町一般職の職員の給与に関する

条例及び氷川町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する

条例について、ご説明いたします。 

氷川町一般職の職員の給与に関する条例及び氷川町一般職の任期付職員の

採用等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方

自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由は、令和３年、国の人事院勧告による一般職の職員及び一般職の任

期付職員の期末手当の支給率を改正するとともに、勤務１時間当たりの給与額

の算出において、特殊勤務手当の月額を除くため、関係条例を改正するもので

ございます。 

改正内容を新旧対照表でご説明いたします。まず、第１条関係ですが、第１

２条は、議案第６号で提案いたします条例改正に伴い、勤務１時間当たりの給

与額の算出に合算される月額で定められた特殊勤務手当を削除するものです。 

第１４条は、期末手当の支給率１００分の１２７.５を１００分の１２０に

改め、年間支給率を１００分の１５引下げ、２.４月とするものです。再任用

職員は、１００分の７２.５を１００分の６７.５に改め、年間支給率を１００

分の１０に引下げ、１.３５月とします。第２条関係で、特定任期付職員の支

給率１００分の１６７.５を１００分の１６２.５に改め、年間支給率を１００

分の１０引下げ、３.２５月にするものです。 

３ページに戻っていただき、附則をご覧ください。第１条で、施行期日を定

め、公布の日からとしております。ただし、第１条関係の条例第１２条の改正

は、令和４年４月１日からの施行となります。また、特別措置として、第２条

で、令和４年６月に支給する期末手当の額は、令和３年１２月に支給された額

に、一般職及び任期付職員は１２７.５分の１５、特定任期付職員は１６７.５

分の１０、再任用職員は７２.５分の１０を乗じた額を減じることとしており

ます。これは、令和３年１２月に行われる予定だった令和３年の人事院勧告を

受けての引下げ相当額を令和４年６月の期末手当で調整することとなった調

整額でございます。 

これで、議案第３号の説明を終わります。 

続きまして、議案第４号、氷川町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を

改正する条例について、ご説明いたします。氷川町長等の給与及び旅費に関す

る条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６
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条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由は、令和３年、国の人事院勧告による一般職の職員の期末手当支給

率の改正に伴い、町長等の期末手当の支給率を改正するため、条例を改正する

ものです。 

新旧対照表をご覧ください。期末手当の支給率１００分の１５５を１００ 

分の１４７.５に改め、年間支給率を１００分の１５引下げ、２.９５月とす

るものです。附則で、公布の日から施行することとし、また、令和４年６月

に支給される期末手当の支給額から調整額として減じる額の率は１５５分

の１５としております。 

これで、議案第４号の説明を終わります。 

議案第５号、氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 

にについて、ご説明いたします。 

氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を、別紙のと 

おり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求

めるものでございます。 

提案理由は、令和３年、国の人事院勧告による一般職の職員の期末手当支給

率の改正に伴い、議会議員の期末手当の支給率を改正するとともに、議案第２

号で提案しました、氷川町成年後見制度利用促進協議会の委員を新たに追加す

るため、条例を改正するものでございます。 

新旧対照表をご覧ください。議会議員の期末手当の支給率１００分の１５ 

５を１００分の１４７.５に改め、年間支給率を１００分の１５引下げ、２.９

５月とするものです。また、別表第２に、成年後見制度利用促進協議会委員を

追加いたします。なお、附則で、公布の日から施行することとしております。

ただし、別表第２の改正は、令和４年４月１日からとなります。また、令和４

年６月に支給される期末手当の支給額から調整額として減じる額の率は、１５

５分の１５としております。 

これで、議案第５号の説明を終わります。 

議案第６号、氷川町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条 

例についてご説明いたします。 

氷川町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例を別紙のと

おり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求

めるものでございます。 

提案理由は、町税の賦課及び徴収に関する事務に従事する職員に支給して 

いる税務手当について、月額による支給から日額による支給へ変更するため、

条例を改正するものでございます。 

新旧対照表をご覧ください。月額１,５００円を日額支給に改めるもので、

町税の賦課または調査のため戸別訪問したとき、２５０円、町税の徴収のため
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戸別訪問したとき及び動産の差押え、または差押え物件の引上げに直接従事し

たとき、３００円とし、支給する事務を明確に定めたものでございます。 

令和４年４月１日から施行することとしております。 

これで、議案第６号の説明を終わります。 

議案第７号、氷川町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費

用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてご説明いたします。 

氷川町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関 

する条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり制定するため、地方自治法第

９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由は、令和３年、国の人事院勧告による一般職の職員の期末手当支給

率の改正に伴い、関係条例を改正するものでございます。 

新旧対照表をご覧ください。第７条第１項中の給与条例第１４条第２項中、

１００分の１２７.５を、１００分の１２０に改めるものです。また、附則で、

公布の日から施行することとし、令和４年６月の期末手当の支給額から調整額

として減ずる額の率は、７２.５分の１０としております。 

これで、議案第７号の説明を終わります。 

議案第８号、氷川町フルタイム会計年度任用職員の給与等に関する条例の 

一部を改正する条例についてご説明いたします。 

氷川町フルタイム会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正す

る条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により、

議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由は、令和３年、国の人事院勧告による一般職の職員の期末手当支給

率の改正に伴い、関係条例を改正するものでございます。 

新旧対照表をご覧ください。第１１条第１項中の給与条例第１４条第２項 

中の１００分の１２７.５を１００分の１２０に改め、また、附則で公布の日

から施行することとし、令和４年６月の期末手当の支給額から調整額として減

ずる額の率は、７２.５分の１０としております。 

これで、議案第８号の説明を終わります。 

議案第９号、氷川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

についてご説明いたします。 

氷川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を、別紙のと 

おり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求

めるものでございます。 

提案理由は、国家公務員に係る「妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援のた

めに講じる措置」が公表され、地方公共団体の職員の勤務条件は、国家公務員

との権衡を踏まえることが求められていることから、非常勤職員の育児休業等

の取得要件を緩和するとともに、育児休業を取得しやすい職場環境を整理する
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ため、条例を制定するものでございます。 

新旧対照表をご覧ください。第２条第４号（ア）及び第２０条第２号の育児

休業及び部分休業の取得要件のうち、「引き続き退職した期間が１年以上」を

削除。また、第２３条で、妊娠、出産等を申出た職員に対する育児休業制度の

周知意向確認をしなければならないこと、第２４条で、勤務環境の整備に関す

る措置として、育児休業に関する研修の実施や相談体制などを定めております。

附則で令和４年４月１日から施行することとしております。 

これで、議案第９号の説明を終わります。 

議案第１０号、氷川町消防団条例の一部を改正する条例についてご説明い 

たします。 

氷川町消防団条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地 

方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由は、「消防団員の報酬等の基準の策定等について」に基づく、報酬

等の基準の見直しに伴い、条例を改正するものでございます。 

新旧対照表をご覧ください。第９条で、出動する災害を水火災・地震と明確

に定めております。また、第１３条の報酬では、現行の年額報酬に加え、出動

報酬を創設いたします。年額報酬では、基準以下である班長２万４,０００円

を３万７,０００円へ改め、団員２万円を３万６,５００円へ改めます。出動報

酬については、出動時間に応じて、１時間以上４時間未満を３,０００円、４

時間以上５時間未満を４,０００円と１時間増すごとに１,０００円増額し、７

時間以上７時間４５分未満を、７,０００円、７時間４５分以上は８,０００円

を支給することとしております。附則で令和４年４月１日から施行することと

しています。 

これで、議案第１０号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君）  町民課長、尾村幸俊君。 

○町民課長（尾村幸俊君） 議案第１１号、氷川町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例についてご説明いたします。 

氷川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する

ため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

提案理由といたしまして、全世代対応型の社会保障制度を構築するための、

健康保険法等の一部改正に伴い、国民健康保険の保険税について、未就学児に

係る均等割の減額を行うため、条例の一部を改正するものでございます。 

新旧対照表の９ページ・１０ページをご覧願います。第２２条、国民健康保

険税の減額に、第２項が追加となります。１号は、基礎課税額の均等割、２号

は、後期高齢者支援金等課税額の均等割のことが記載されており、（ア）は、

７割軽減後、（イ）は、５割軽減後、（ウ）は、２割軽減後の均等割についての
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額が書いてあります。この条例による改正後の氷川町国民健康保険税条例の規

定は、令和４年度以降の国民健康保険税について適用となります。 

これで、議案第１１号、氷川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例に

ついて説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 建設下水道課長、星田達也君。 

○建設下水道課長（星田達也君） 議案第１２号、氷川町下水道条例の一部を改正

する条例について説明します。 

氷川町下水道条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地 

方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由としましては、現在、下水道事業における経費回収率が約７０パー

セントを推移しており、汚水処理費だけを見ても、使用料で賄えていない状況

下にあります。下水道事業の安定運営を鑑みると、下水道使用料の改定は不可

欠であるため、条例の一部を改正する必要があるものです。 

新旧対照表で説明します。３ページをご覧ください。令和４年１０月１日か

ら、一般汚水の８立方メートルの基本料金を、宮原処理区８８０円・竜北処理

区１,０００円から１,１６８円に、超過料金１立方メートルを、宮原処理区１

１０円・竜北処理区１２６円から１４６円に、区域外流入におきましては、基

本料金１,４００円、超過料金１７５円に、浴場業務汚水については、１立方

メートル当たり２９円にそれぞれ改定するものです。 

これで、議案第１２号の説明を終わります。 

続いて、議案第１３号、氷川町町道の構造の技術的基準を定める条例の一部

を改正する条例について説明します。 

氷川町町道の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例を別紙

のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決

を求めるものです。 

提案理由としましては、道路法並びに道路構造令が改正され、新たに、自転

車通行帯、自動運行補助施設、歩行者利便推進道路が規定されたため、条例の

一部を改正する必要があるものです。 

２ページ以降に改正文、４ページ以降に新旧対照表をつけておりますけれ 

ども、主な改正につきましては、第８条の２に、自転車通行帯を新たに規定、

第３２条中、第２号に自動運行補助施設を新たに規定、第４３条に歩行者利便

増進道路を新たに規定するものです。この条例は公布の日から施行するもので

す。 

これで、議案第１３号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 企画財政課長、増永光幸君。 

○企画財政課長（増永光幸君） 議案第１４号、令和３年度氷川町一般会計補正予

算（第１０号）についてご説明いたします。 
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令和３年度氷川町一般会計補正予算第１０号を別紙のとおり定めるため、 

地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それ

ぞれ２億３,８５１万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ７４億７,２０３万６,０００円とするものです。補正の概要は、歳入歳

出ともに、実績、今後の見込みなどによる減額が主なものとなっており、新型

コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、多くの事業が中止となり、その不

用額も計上しています。 

６ページをご覧ください。第２表、繰越明許費補正です。 

１０款、総務費、住民基本台帳システム改修事業は、国の補正予算に伴う事

業で、年度内完了が見込めず繰り越すものです。 

１５款、民生費、非課税世帯に対する臨時特別給付金ほか１事業は、いずれ

の事業も、年度を越えて申請を受け付ける必要があるため、繰り越すものです。 

２５款、農林水産業費、情報収集等業務効率化支援事業は、国の補正予算に

伴う事業で、年度内完了が見込めず繰越し。基盤整備関連経営体育成等促進計

画等作成事業は、上位計画である県の実施計画の策定完了時期が延長されたこ

とで、整合性を図る必要がある本事業の年度内完了が見込めないため繰り越す

ものです。 

３５款、土木費、町道吉本本山線道路改良事業は、買収予定地の相続調査に

時間を要し、町道法道寺１号線道路改良事業は、国道３号線取付けで、国土交

通省との協議時間を要し、いずれも年度内完了が見込めず、繰り越すものです。

また、町道北川反甫北鹿野線道路改良事業ほか２事業は、交付金の効果的な活

用から、年度を挟んで実施するため、繰り越すものです。 

７ページをご覧ください。第３表、債務負担行為補正です。二つの業務委託

の限度額をそれぞれ変更するものです。 

８ページをご覧ください。第４表、地方債補正です。災害復旧債２２０万円

を追加し、総務債を１億１,７７２万５,０００円に、農林水産業債を８,５

７０万円に、土木債を６,７６０万円に、限度額を変更するものです。 

次に、歳出の主なものについてご説明いたします。 

３１ページをご覧ください。１０款、総務費、５項、総務管理費、５目、一

般管理費、１８節、負担金補助及び交付金の地方バス対策補助金３２３万９,

０００円は、国の補助対象路線でありました２路線が対象外となったことによ

り増額するものです。 

３７ページをご覧ください。１０款、総務費、１０項、徴税費、１０目、賦

課徴収費、１２節、委託料、上から３事業目、土地情報管理システムデータ修

正業務委託料１１万３,０００円は、地籍図データの分合筆作業件数の増加に

より増額するものです。 
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３８ページをご覧ください。１０款、総務費、１５項、５目、戸籍住民基本

台帳費、１２節、委託料、２７０万６,０００円の住民基本台帳システム改修

委託料は、政府が運営するポータルサイト「マイナポータル」から、オンライ

ンで転出届等を可能とするためのシステム改修費で、財源を全額国の補助金と

するもので、年度内完了が見込めないため、繰越事業となります。 

４３ページをご覧ください。１５款、民生費、５項、社会福祉費、１５目、

障害者福祉費、１９節、扶助費、障害児タイムケア事業６０万円は、利用が増

加し、不足が見込まれるため増額するものです。 

４６ページをご覧ください。２０款、衛生費、５項、保健衛生費、５目、保

健衛生総務費、２７節、繰出金国民健康保険特別会計繰出金、８１万４,００

０円は、低所得世帯の保険料軽減分を、国、県、町分と併せて繰り出すもので

す。 

５３ページをご覧ください。２５款、農林水産業費、５項、農業費、２５目、

農地費、１８節、負担金補助及び交付金、１事業目の、県営事業負担金、６,

０４６万７,０００円は、次年度に予定されていた事業費が、国の補正予算に

おいて、前倒しで計上されることとなった竜北地区湛水防除事業負担金の増額

分が主な内容です。 

次に、歳入の主なものをご説明いたします。 

１１ページをご覧ください。５款、町税、５項、町民税を、３,０５２万９,

０００円の増額。５款、町税、１０目、固定資産税を１,３１３万２,０００円

の増額計上です。 

１２ページをご覧ください。５款、町税、１５項、軽自動車税が、２７７万

５,０００円の増額。 

２０項、町たばこ税も、２９２万５,０００円の増額計上です。 

１４ページをご覧ください。３０款地方消費税交付金は、２,０００万円の

増額を見込んでの計上です。 

１５ページをご覧ください。４５款、５項、５目、地方交付税、５節、普通

交付税は、交付額確定に伴い、１億７４２万８,０００円の増額です。 

１８ページをご覧ください。６５款、国庫支出金、５項、国庫負担金から、

２３ページの、７０款、県支出金、１５項、委託金までは、交付対象の歳出科

目の実績見込みに基づき、主に減額計上となっています。 

２４ページをご覧ください。８５款、繰入金、１０項、基金繰入金、５目、

５節、財政調整基金繰入金につきましては、交付税やその他歳入の増額が見込

まれるため、２億円を減額するものです。 

２７ページをご覧ください。９９款、５項、町債、１５目、農林水産業債、

２０節、防災減災、国土強靱化緊急対策事業債、６,３９０万円は、県営事業、

竜北地区湛水防除事業負担金の財源とするものです。３５目、災害復旧債、１
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０節、単独災害復旧事業債２２０万円は、町道吉本本山線法面復旧工事の財源

とするものです。 

７５ページ以降の、給与費明細書につきましては、説明を省略させていただ

きます。 

これで、議案第１４号について説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 町民課長、尾村幸俊君。 

○町民課長（尾村幸俊君） 議案第１５号、令和３年度氷川町国民健康保険特別会

計補正予算（第３号）についてご説明いたします。 

令和３年度、氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）を、別紙のと

おり定めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求め

るものでございます。 

１ページをお願いいたします。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出そ

れぞれ５,３２７万９,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１８億６,２７３万３,０００円とするものです。 

歳出の主なものをご説明いたします。 

１０ページをお願いいたします。５款、総務費、５項、総務管理費、５目、

一般管理費、１２節、委託料、１,４９１万６,０００円の減額は、国保市町村

事務処理標準システム導入支援委託料の減額でございます。今年度中に、県の

システムに参加予定でしたが、国が進める１７業務の標準システムへと急遽方

向が変わりましたので、県内のほとんどは、同様の対応となりました。１０目、

連合会負担金、１８節、負担金補助及び交付金、１,２５３万８,０００円の減

額は、１２節でのシステム導入支援委託がなくなりましたので、運営管理費の

金額でございます。 

１１ページをお願いいたします。１０款、保険給付費、５項、療養諸費、５

目、一般被保険者療養給付費、１８節、補助金補助及び交付金１,１３０万円

の減額は、診療報酬の見込みによる減額でございます。１０項、高額療養諸費、

５目、一般被保険者、高額療養給付費、１８節、負担金補助及び交付金、７０

０万円の減額は、高額療養費の見込みによる減額でございます。 

次に、歳入の主なものをご説明いたします。 

７ページをお願いいたします。２５款、県支出金、１０項、県補助金、１５

目、保険給付費等交付金、５節、普通交付金７,２０８万１,０００円の減額は、

保険給付費の減額によるものです。 

１８ページの、給与費明細書以降につきましては、説明を省略させていただ

きます。 

これで議案第１５号、令和３年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第 

３号）についてご説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 福祉課長、山本昭義君。 
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○福祉課長（山本昭義君） 議案第１６号、令和３年度氷川町介護保険特別会計補

正予算（第２号）について説明いたします。 

令和３年度氷川町介護保険特別会計補正予算第２号を別紙のとおり定める

ため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

１ページをお願いします。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１億８,８１２万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１６億３,７９６万７,０００円とするものです。 

歳出の主なものからご説明いたします。 

１５ページをお願いします。１０款、保険給付費、２３項、５目、高額医療

合算介護サービス等費、１８節、負担金補助及び交付金、１１５万３,０００

円は、国保連合会の審査が済み、給付する額に不足が生じましたので、増額し

ております。 

１６ページをお願いします。１７款、地域支援事業費、５項、５目、介護予

防・生活支援サービス事業費、１８節、負担金補助及び交付金１５３万２,０

００円。及び、１５目、介護予防ケアマネジメント事業費、１８節、負担金補

助及び交付金４２万９,０００円の増額は、要支援者の増加によるものです。 

次に、歳入の主なものを説明いたします。 

６ページをお願いいたします。５款、保険料、５項、介護保険料、５目、第

１号被保険者保険料、１５節、滞納繰越分普通徴収保険料２１１万５,０００

円の増額は、介護保険料滞納分の徴収実績となります。 

１０ページをお願いします。４０款、繰入金、５項、一般会計繰入金、２５

目、低所得者保険料軽減繰入金、１０節、過年度分１８２万６,０００円の増

額は、令和２年度の非課税世帯の方の保険料軽減に対する実績による追加分と

なります。 

これで、議案第１６号、令和３年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第２

号）についてのご説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 建設下水道課長、星田達也君。 

○建設下水道課長（星田達也君） 議案第１７号、令和３年度氷川町下水道事業特

別会計補正予算（第３号）について、ご説明いたします。 

令和３年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第３号）を別紙のとおり定

めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるもの

でございます。 

１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ２,６２８万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億４,２

２５万８,０００円とするものです。 

４ページをご覧ください。地方債補正として、下水道債７,３３０万円を４,
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８５０万円に減額します。 

次に、歳出の主なものをご説明いたします。 

１０ページをご覧ください。５款、５項、公共下水道費、１５目、公共下水

道建設費、１８節、負担金補助及び交付金で、八代北部流域下水道建設負担金

について、県の事業が、新型コロナウイルスの関係等で、事業のほとんどが繰

越しとなりましたので、その分の負担金として２,１２９万６,０００円を減額

しています。 

次に、歳出の主なものをご説明いたします。 

８ページをご覧ください。３０款、諸収入、１５項、雑入、１０目、５節、

消費税還付金として６４２万４,０００円を計上しております。 

１２ページの、給与費明細書以降の項目につきましては、内容をご確認くだ

さい。 

これで、議案第１７号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 町民課長、尾村幸俊君。 

○町民課長（尾村幸俊君） 議案第１８号、令和３年度氷川町後期高齢者医療特別

会計補正予算、第２号についてご説明いたします。 

令和３年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を別紙のとお 

り定めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるも

のでございます。 

１ページをお願いいたします。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出そ

れぞれ３５７万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億８,

３６５万６,０００円とするものです。 

歳出の主なものについてご説明いたします。 

８ページをお願いいたします。１０款、５項、５目、後期高齢者医療広域連

合納付金、１８節、負担金補助及び交付金の２９３万７,０００円の減額は、

保険料負担金の減額、５０万円、及び、保険基盤安定負担金の確定、２４３万

７,０００円の減額によるものです。 

続きまして歳入をご説明いたします。 

６ページをお願いいたします。５款、５項、後期高齢者医療保険料、５目、

特別徴収保険料３５７万９,０００円の減額及び１０目、普通徴収保険料、３

０７万９,０００円の増額は、見込みによるものです。 

７ページをお願いいたします。２０款、繰入金、５項、一般会計繰入金、１

０目、５節、保険基盤安定繰入金２４３万７,０００円の減額は、歳出で説明

いたしました保険基盤安定負担金の確定によるものです。 

これで、議案第１８号、令和３年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）について、ご説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） １時５分まで休憩いたします。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１２時４分 

再開 午後０１時２分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（米村 洋君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

企画財政課長、増永光幸君。 

○企画財政課長（増永光幸君）議案第１９号、令和４年度氷川町一般会計予算につ

いてご説明いたします。 

令和４年度氷川町一般会計予算を別紙のとおり定めるため、地方自治法第９

６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

表紙を開けていただきまして、１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出

予算の総額は、歳入歳出それぞれ６８億４,１６２万円とするものです。 

７ページをご覧ください。第２表、債務負担行為です。一般健診業務委託、

人間ドック分、期間、令和５年度は、５年度まで、限度額４００万円、中小企

業利子補給、期間、令和９年度まで、限度額３００万円。企業立地促進補助事

業、期間令和８年度まで、限度額１億２０万円の３件を計上です。 

８ページをご覧ください。第３表、地方債です。各起債の、借入限度額等で

す。総務債３,９６５万円、民生債４,９８０万円、農林水産業債２,０００万

円、土木債３,０５０万円、消防債７６０万円の計上です。 

次に、歳入をご説明いたします。 

９ページの、事項別明細書、１、総括、歳入をご覧ください。歳入合計は６

８億４,１６２万円で、前年度比３億３,８６４万８,０００円、５.２パーセン

トの増額です。 

主なものとしましては、５款、町税、９億６,８２９万６,０００円。３年度

の収入状況、見込みから、前年度比１,１４１万６,０００円の増額です。 

４５款、地方交付税、２８億５,０００万円。前年度交付額の同水準での交

付額を見込んで、１億５,０００万円の増額です。 

６０款、使用料及び手数料、８,０２１万４,０００円。前年度比１,１７１

万１,０００円の減額です。 

６５款、国庫支出金、７億１,４９２万５,０００円。前年度比６９９万１,

０００円の増額です。 

７０款、県支出金、５億６,２６６万９,０００円。前年度比１,０８４万４,

０００円の増額です。 

８０款、寄附金、２億２００万１,０００円。ふるさと納税の増額を見込み、

前年度比１億２００万円の増額です。 

８５款、繰入金、８億９,５００万８,０００円。前年度比１億７３６万２,

０００円の増額です。 
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９９款、町債、１億４,７５５万円。臨時財政対策債借入れ減により、前年

度比５,１８５万円の減額です。 

続きまして、歳出の主なものを説明いたします。 

３８ページをご覧ください。５款、５項、５目議会費です。目総額、６,３

１６万８,０００円の計上で、前年度比５１６万３,０００円の減額です。３節、

職員手当等で、人事院勧告による期末手当の支給率の変更に伴う減と、１２節、

委託料で、議事録作成支援システム初期導入費用の減が主な理由です。 

４０ページをご覧ください。１０款、総務費、５項、総務管理費、５目一般

管理費、３節、職員手当等で、議会費同様に、人事院勧告による期末手当の支

給率の変更後を反映した３億３,０６３万５,０００円の計上です。 

４４ページをご覧ください。１０款、総務費、５項、総務管理費、５目、一

般管理費、１３節、使用料及び賃借料、最後の行の防犯カメラ借上料１２９万

４,０００円は、犯罪の抑止に一定の効果が期待できる防犯カメラを、防犯安

全対策として、通学路を中心に、８基設置するものです。１７節、備品購入費、

一般備品４３５万１,０００円の主なものは、出納室収納事務用のＯＣＲ機器

１台を老朽化により買い換えるものです。公用車３０８万円は、１.２トント

ラック１台を購入するものです。 

次の４５ページをご覧ください。ページの１番上、一般備品、新型コロナウ

イルス感染症対策、２３１万円は、ペーパーレス会議システム用タブレット１

４台を購入し、３年度購入分に追加して、各課に配備し、オンライン会議等、

行政のデジタル化を推進するため、環境整備を行うもので、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金を活用するものです。 

５０ページをご覧ください。１０款、総務費、５項、総務管理費、１３目、

振興局費、１８節、負担金補助及び交付金の１番下、新型コロナウイルス感染

症対策地域振興券交付金、５,７００万円は、町内で使用できる１人当たり５,

０００円分の地域振興券を全町民に配布するもので、昨年度に引き続き、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、地域経済の活性化及

び家計支援に取り組むものです。 

５２ページをご覧ください。１０款、総務費、５項、総務管理費、１５目、

企画費、１２節、委託料、１つ目のふるさと納税事業支援業務委託料、１億２,

０００万円は、返礼品代金等を含む、ふるさと納税に係る委託料です。 

６１ページをご覧ください。１０款、総務費、１０項、徴税費、１０目、賦

課徴税費、１２節、委託料の下から３つ目、税務システム改修業務委託料、６

６１万４,０００円は、地方公共団体が共同で運営する、地方税共通納税シス

テムにおいて、軽自動車税システムなど、納税対象税目が拡大されたことによ

るシステム改修費です。 

６３ページをご覧ください。１０款、総務費、１５項、５目、住民基本台帳



35 

 

費、１２節、委託料の下から三つ目、戸籍システム改修委託料、１,０８２万

円は、国の補助金を財源とし、マイナンバー制度との情報連携に伴うシステム

の改修費用です。 

６５ページをご覧ください。１０款、総務費、２０項、選挙費、３０目、県

議会議員選挙費です。目の総額、５２０万７,０００円は、令和５年４月の任

期満了に伴う選挙に要する費用です。 

６６ページをご覧ください。３５目、参議院選挙費です。総額１,０９４万

７,０００円は、令和４年７月の任期満了に伴う選挙に要する費用です。 

７２ページをご覧ください。１５款、民生費、５項、社会福祉費、５目、社

会福祉総務費、１９節、扶助費３００万円は、高齢者等の福祉の増進、社会参

加を支援するための、高齢者等福祉タクシー事業、新型コロナウイルス感染症

対策にかかる費用です。 

７３ページをご覧ください。１０目、高齢者福祉費、１７節、備品購入費の

一般備品新型コロナウイルス感染症対策７８０万円は、空気清浄機を購入し、

新型コロナウイルス感染症予防対策として、いきいきサロン事業の拠点である、

３９地区に貸与するものです。 

７９ページをご覧ください。１５款、民生費、１０項、児童福祉費、５項、

児童福祉総務費、１２節、委託料、１つ目、竜北西部学童保育所建設整備工事

監理業務委託料、２５２万６,０００円及び１４節、工事請負費、１億４,９０

７万９,０００円。竜北西部学童保育所建設整備工事は、氷川町子ども・子育

て支援事業計画に基づき、竜北西部学童保育所を建設するもので、財源に国庫

補助金、竜北西部学童保育所整備基金及び合併特例債を活用します。 

８７ページをご覧ください。２０款、衛生費、５項、保健衛生費、１０目、

予防費に、新型コロナワクチン接種関連の費用、４,２８３万３,０００円を計

上し、町民の生命、健康を守るワクチン接種体制を整えるもので、財源を、国

庫支出金の新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金及び体制確保事業

費補助金とするものです。 

９８ページをご覧ください。２５款、農林水産業費、５項、農業費、１０目、

農業振興費、１８節、負担金補助及び交付金、１番下の農業収入安定化事業補

助金、２,１６７万８,０００円は、農業者の経営の安定を図るため、農業共済

掛金の２分の１を補助するものです。 

９９ページをご覧ください。ページ中段、農業収入安定化事業費補助金、新

型コロナウイルス感染症対策、１,７２５万９,０００円は、新型コロナウイル

ス感染症等の影響を受けた農業者の経営の安定と、事業継続を支援するため、

収入保険の保険料の２分の１を補助するものです。 

１０３ページをご覧ください。４０目、物産館費、１４節、工事請負費２,

６０１万５,０００円は、竜北物産館空調設備改修工事、新型コロナウイルス
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感染症対策として、２０年を経過した、竜北物産館の空調設備を、除菌ユニッ

トと一体的に整備改修し、感染防止対策に取り組むものです。 

１０６ページをご覧ください。３０款、５項、商工費、１０目、商工業振興

費、１８節、負担金補助及び交付金、下から２つめ、企業立地促進補助金１,

９８０万円は、町内に工場を新設した火乃国食品工業株式会社様に対し、用地

取得費工場建設費等を補助し、本町の産業振興と、雇用機会の拡大を図るもの

です。 

１１１ページをご覧ください。３５款、土木費、１０項、道路橋りょう費、

１０目、道路維持修繕費では、町道吉本本山線道路補修工事ほか、目、総額で、

３,６４８万３,０００円の計上です。 

１１２ページをご覧ください。１５目、道路新設改良費では、工事請負費の

２件ほか、目、総額で、１,９７６万９,０００円の計上です。 

１１６ページをご覧ください。４０款、５項、消防費、１０目、非常備消防

費、１節、報酬の消防団員報酬、２,３７２万８,０００円は、班長以下の団員

報酬を、国が求める基準に見直したもので、前年度比８９９万６,０００円の

増額です。また、新設の消防団員出動報酬、１,５３６万円は、災害時の出動

に対して、国の基準に合わせて支給するもので、今回の報酬改正により、消防

団員数の確保、処遇改善を図るものです。 

１２２ページをご覧ください。４５款、教育費、５項、教育総務費、１０目、

事務局費、１０節、需用費の上から２つめ、教育支援センター消耗品費１万７,

０００円は、不登校の未然防止及びその解消を図り、登校、学校復帰を支援す

る教育支援センターを教育委員会内に設置するための消耗品費で、１０款、総

務費で、計上の会計年度任用職員２名を任用し、運営するものです。 

１３３ページをご覧ください。１５目、学校支援センター費、１３節、使用

料及び賃借料９２４万円は、新型コロナウイルス感染症対策として、ＩＣＴ機

器のタブレット機器を更新するものです。 

１３６ページをご覧ください。４５款、教育費、２０項、社会教育費、１０

目公民館費、１０節、需用費の１番下の、修繕料、新型コロナウイルス感染症

対策、６５５万２,０００円は、文化センターと氷川町公民館のトイレ改修費

で、和式トイレを一部残したを洋式化することにより、飛沫飛散を抑制し、新

型コロナウイルス感染症対策を図るものです。 

１４５ページをご覧ください。５５款、５項、公債費、５目、元金、２２節、

償還金利子及び割引料に、９億５,８５２万９,０００円の計上です。前年度比

２６万８,０００円の増額ですが、これは、災害援護資金の返済額が増加した

ことによるものです。 

１４７ページの給与費明細書以降につきましては、説明を省略させていた 

だきます。 
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これで、議案第１９号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 町民課長、尾村幸俊君。 

○町民課長（尾村幸俊君） 議案第２０号、令和４年度氷川町国民健康保険特別会

計予算について、ご説明いたします。 

来年度、氷川町国民健康保険特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地方

自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

１ページをお願いいたします。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出そ

れぞれ１８億６,０８６万７,０００円とするものです。 

４ページをお願いいたします。第２表、債務負担行為にて、特定健診、（人

間ドック分）業務委託に関して、令和５年度に限度額２１４万円を計上してお

ります。 

次に、歳出の主なものをご説明いたします。 

１２ページをお願いいたします。５款、総務費、５項、総務管理費、５目、

一般管理費の前年比較で１,４５０万円ほど少なくなっておりますのは、議案

第１５号の補正で減額といたしました。標準システム導入支援委託料分でござ

います。１０目、連合会負担金の前年比較で１,２５０万円ほど少なくなって

おりますのも、同様に補正で減額としました。標準システム運営管理費分が主

でございます。 

１３ページをお願いいたします。１０款、保険給付費、５項、療養諸費、５

目、一般被保険者療養給付費、１８節、負担金補助及び交付金、１１億５,０

００万円は、昨年と同額を見込んだ診療報酬分を計上しております。 

１４ページをお願いいたします。１０項、高額療養費、５目、一般被保険者

高額療養費、１８節、負担金補助及び交付金１億５,６００万円は、昨年より

３００万円ほど少なく見込んだ高額療養費を計上しております。 

１６ページから１７ページの、２３款、国民健康保険事業費納付金、５項、

医療費給付費分、１０項、後期高齢者支援金等分、及び１５項、介護納付金分

の１８節、負担金補助及び交付金はそれぞれ県試算による納付金額を計上して

おります。 

続きまして、歳入の主なものをご説明いたします。 

７ページをお願いいたします。５款、５項、国民健康保険税、５目、一般被

保険者国民健康保険税、本年度予算額３億８,２５４万円は、昨年１１月の徴

収状況により計上しております。 

８ページをお願いいたします。２５款、県支出金、１０項、県補助金、１５

目、保険給付費等交付金、本年度予算額１３億５,４５３万４,０００円は、療

養給付費の見込額となります。 

２３ページ、給与費明細書以降につきましては説明を省略させていただき 

ます。 
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これで、議案第２０号、令和４年度氷川町国民健康保険特別会計予算のご説

明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 福祉課長、山本昭義君。 

○福祉課長（山本昭義君） 議案第２１号、令和４年度氷川町介護保険特別会計予

算について説明いたします。 

令和４年度氷川町介護保険特別会計予算を、別紙のとおり定めるため、地方

自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

１ページをお願いします。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１６億５,６１４万円とするものです。 

４ページをお願いします。第２表、債務負担行為でございます。 

事項、介護保険事業計画等策定業務委託、期間、令和５年度まで、限度額、５

５０万４,０００円でございます。 

５ページの歳入歳出当初予算事項別明細書をご覧ください。 

歳入の主なものとしまして、５款、保険料、３億２,４２１万１,０００円。

前年比２,００８万１,０００円の減額です。 

１５款、国庫支出金４億１,５５９万９,０００円。前年比３,０４７万３,０

００円の減額です。 

２０款、支払基金交付金４億３,１８９万２,０００円。前年比２,８４７万

９,０００円の減額です。 

２５款、県支出金２億２,６６８万７,０００円。前年比１,８２４万９,００

０円の減額です。 

４０款、繰入金２億５,４８９万円。前年比１,３５３万４,０００円の減額

です。歳入の減額は、歳出の項目から負担割合により算出するため、減額とな

っております。 

６ページをご覧ください。 

歳出の主なものとしましては、５款、総務費１,８８１万５,０００円、前年

比１２９万６,０００円の減額です。減額の理由は、介護保険制度改正システ

ム改修委託費、その分の不用と、訪問調査用車のリース満了が主な理由となり

ます。 

１０款、保険給付費、１５億４,７５２万４,０００円。前年比１億１,７７

３万２,０００円の減額です。 

１７款、地域支援事業費８,８３９万１,０００円、前年比１,００８万６,０

００円の増額です。 

１０款及び１７款の歳出につきましては、令和３年度の実績額に基づき計上

しております。これまでの介護費用より、予防費用が増加傾向にある状況となっ

ている予算組みとなっております。 

歳入歳出の合計額１６億５,６１４万円は、前年度１７億６,５０８万２,０



39 

 

００円に対し、１億８９４万２,０００円の減額となります。 

２６ページ、給与費明細書以降につきましては、説明を省略させていただき

ます。 

これで、議案第２１号、令和４年度氷川町介護保険特別会計予算について説

明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 建設下水道課長、星田達也君。 

○建設下水道課長（星田達也君） 議案第２２号、令和４年度氷川町下水道事業特

別会計予算について説明いたします。 

令和４年度氷川町下水道事業特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地方

自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ５億３１万１,０００円とするものです。 

４ページをご覧ください。債務負担行為として、管渠維持管理業務委託を令

和５年度から６年度まで、７６０万円計上しています。 

５ページをご覧ください。地方債として、下水道債、５,５２０万円を計上

しています。 

次に、歳出の主なものについて説明します。 

１２ページをご覧ください。５款、５項、公共下水道費、５目、総務管理費、

１２節、委託料に、氷川町下水道事業公営企業会計移行支援業務委託料として、

１,５４４万９,０００円計上しています。令和５年度より公営企業会計に移行

しますので、準備にかかる経費として、最終年度分の予算計上になります。こ

の委託料につきましては、財源として、下水道債を１,５４０万円充てていま

す。 

次に、１４ページをご覧ください。１０目、公共下水道維持費、１２節、委

託料に、宮原浄化センター管理業務委託料として４,４８６万円を計上してい

ます。また、老朽化した管渠を維持管理を行うことで、管渠の長寿命化及びコ

スト縮減を図ることを目的として、管渠維持管理業務委託料３８０万円を新た

に計上しています。さらに、１８節、負担金補助及び交付金に、流域下水道維

持管理負担金６,４１５万８,０００円を計上しています。 

１５ページをご覧ください。１５目、公共下水道建設費、１８節、負担金補

助及び交付金に、八代北部流域下水道事業建設負担金として３,７９４万２,０

００円を計上しています。この負担金につきましては、下水道債３,７９０万

円を充てています。 

１６ページをご覧ください。１５款、５項、公債費に、長期債元金２億１,

４３２万８,０００円。利子５,１１０万５,０００円を計上しています。 

次に、歳入の説明を行います。 

８ページをご覧ください。１０款、使用料及び手数料、５項、使用料、５目、
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下水道使用料、５節、公共下水道使用料として１億３,８７０万３,０００円を

計上しています。 

９ページをご覧ください。２０款、繰入金、５目、５項、５節、一般会計繰

入金として２億９,６０１万６,０００円を計上しています。 

１０ページをご覧ください。３５款、５項、町債、５目、５節、下水道債と

して、管渠築造工事及び、八代北部流域下水道建設負担金分、５,５２０万円

を計上しています。 

１７ページからの給与費明細書以降につきましては、説明を省略させてい 

ただきます。 

これで、議案第２２号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 町民課長、尾村幸俊君。 

○町民課長（尾村幸俊君） 議案第２３号、令和４年度氷川町後期高齢者医療特別

会計予算についてご説明いたします。 

令和４年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算を別紙のとおり定めるため、

地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございま

す。 

１ページをお願いいたします。第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出そ

れぞれ２億２５３万８,０００円とするものです。 

４ページをお願いいたします。第２表、債務負担行為におきまして、後期高

齢者健診（人間ドック分）業務委託に関しましては、令和５年度に限度額２６

万円を計上しております。 

次に、歳入歳出当初予算、事項別明細書から歳入をご説明いたします。 

５ページの、１、総括、歳入をお願いいたします。歳入合計は、２億２５３

万８,０００円。前年比１,５３１万２,０００円の増額となります。 

主なものといたしましては、５款、後期高齢者医療保険料１億３,１８６万４,

０００円、前年比９２４万円の増額で、広域連合による算定による増額となり

ます。 

２０款、繰入金、６,５４１万８,０００円。前年比４９０万６,０００円の

増額は、保険基盤安定繰入金で後期高齢者医療広域連合の算定によるものです。 

次に歳出をご説明いたします。 

６ページの歳出をお願いいたします。歳出合計は、２億２５３万８,０００

円。前年比１,５３１万２,０００円の増額となります。主なものといたしまし

ては、１０款、後期高齢者医療広域連合納付金１億８,８１６万７,０００円。

前年比１,３０６万３,０００円の増額は、広域連合の算定による被保険者保険

料負担金の増額によるものです。 

１５款、保健事業費、１,１９０万１,０００円。前年比１２９万７,０００

円の増額の主な内容は、１１ページをお願いいたします。１５款、保健事業費、
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５項、健康保持増進事業費、５目、健康診査費、１２節、委託料、４０８万１,

０００円は、広域連合の試算で、受診者数の増により、前年度より、１１０万

円ほどの増と見込んだものでございます。 

１４ページ、給与費明細書以降につきましてはご説明を省略させていただ 

きます。 

これで、議案第２３号、令和４年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算のご

説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 

○総務課長（濤岡美智代さん） 議案第２４号、熊本県市町村総合事務組合の共同

処理する事務の変更及び規約の一部変さらについてご説明いたします。 

地方自治法第２８６条第１項の規定により、令和４年６月３０日限りで熊 

本県市町村総合事務組合の共同処理する事務を変更し、熊本県市町村総合事務

組合規約の一部を変更するため、地方自治法第２９０条の規定により、関係市

町村の議会の議決を求めるものでございます。変更内容は、規約第３条、第１

０号の住民の交通災害見舞金に関する共同処理する事務から、宇城市が令和４

年６月３０日をもって脱退するため、事務を変更し、規約の一部を変更するも

のでございます。 

これで、議案第２４号の説明を終わります。 

○議長（米村 洋君） 説明が終わりました。 

これから質疑を行います。承認第２号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に、承認第３号について質疑ありませんか。西尾正剛君。 

○２番（西尾正剛君） ７ページのところで質問したいと思います。町長の行政報

告の中で、この管路工事、修繕工事というのが、まだ模索中というお話でござ

いました。で、議会運営委員会の中で、そこの議員は、建設下水道課長から概

要は聞いているんですけれども、議会運営委員会の翌日、関係者が集まって、

この改修工事の方針を協議するということでございました。まだ模索中とい

うことなんでしょうけれども、委員会が終わってから、現地調査を予定してい

るんですけれども、どういった方針で進められるかというのが、あらかた、わ

かっておりましたら、ほかの議員さんたちも、この４,０００万という工事で

ございますので、お知らせいただきたいなと思います。 

○議長（米村 洋君） 建設下水道課長、星田達也君。 

○建設下水道課長（星田達也君） 今ご質問がありましたように、この前の議会運

営委員会の翌日に、関係者集まりまして、今後の対策について協議を行ったと

ころでございます。現在、縦穴を掘って、その管の補修を行おうとしていると
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ころでございますが、今、管の割れた箇所が、もうそこだけに限らず、ほかの

ところにも、波及しているのではないかという、大方の見込みでございますの

で、今そちらのほうの調査をどのように行うかというところで、今協議を行っ

ているところでございます。方法としましては、今縦穴を掘っているところの

上部に、もう一つ、穴を掘るのか。そこで、穴を掘った場合、もしそれにとど

まらなかった場合どうするのかとか、その辺の諸問題もございますので、今、

ある程度方向性として出しておりますのは、試験的にボーリングを、その管の

ところに、小さいボーリングですね。それでチェックをしながら、その管頂部

があるのかないのかというのを、大体スパンごとに掘って確認をする中で、こ

のくらいまでの範囲で掘れば大丈夫ではないかというところを、ある程度確

定させた後で、そこの、穴を掘るなり何なりでそこの管の補修を行いたいと現

時点ではそこまで考えているところでございます。以上です。 

○議長（米村 洋君） 西尾正剛君いいですか。 

ほかに質疑ありませんか。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第２号について質疑ありませんか。 

○議長（米村 洋君） 西尾正剛君。 

○２番（西尾正剛君） これも議会運営委員会の中で、議長がこの制度自体は詳し

く、お尋ねしたいということでございましたので、私は、ここの中では、概要

といいますか、これは４月１日からスタートするわけなんですけれども、もう

既に、あらかた人選っていうのは考えられていると思います。法律とかこの福

祉の専門家は、どういった人たちが、今、テレビとかでも拝見する限りでは司

法書士とか、弁護士さんとかが入ってるんですが八代地域で、こういった専門

家はどういった人たちが委嘱を受けるのか。１０人以内というふうになって

ますが、何人ぐらいを予定されているのか、それと、最後に、具体的にこれは

どういった内容が協議されるのか。この点をお願いいたします。 

○議長（米村 洋君） 福祉課長、山本昭義君。 

○福祉課長（山本昭義君） 利用促進協議会ですけれども、今、成年後見制度自体

が知られていないという課題があります。また成年後見制度に関する支援体

制が明確にされていない。成年後見人等の担い手が少ない、こういう課題を解

決するために、組織を設けることになっております。１０名以内というメンバ

ー構成ですけれども、町の民生委員代表、それと、郡の医師会から、１人、依

頼したいというふうに思っております。あと、県の社会福祉会、権利擁護セン

ターから１名、県の弁護士会から１名、成年後見センター、リーガルサポート、

司法書士会になりますけれども、ここから、１名、それと氷川学園の相談支援

事業所から１名、町の社会福祉協議会、町の包括支援センター、町民課の保健

師さん、それと、あと必要とする場合その他になりますけれども、金融機関等、
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関係あるところから、今後、選んでいきたいというふうに思っております。 

あと、オブザーバーとしまして、家庭裁判所の八代支所、それと県の担当課の

ほうもオブザーバーとしてお招きしたいというふうに考えております。以上で

ございます。 

○議長（米村 洋君） 西尾正剛君、いいですか。 

ほかに質疑ありませんか。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第３号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第４号について質疑ありませんか。 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第５号について、質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第６号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第７号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君）質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第８号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質議なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第９号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第１０号について質疑ありませんか。吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） 消防団条例の一部改正は、昨年の消防庁からの通知に基

づいて行われるわけですが、団員についての報酬が、３万６,５００円という
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のが書いてあります。 

変えるようにということで出されていると思うんですが、そのほかの、団員

については、消防庁のほうからは、指示はなかったんでしょうか。団長とか

副団長とか、指導員とかというのがありますがその点はどうでしょうか。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 

○総務課長（濤岡美智代さん） 消防庁のほうから、団員の報酬について、３万６,

５００円というふうに示されております。それに伴いまして、示された、各階

級ごとの報酬額が、示されておりますのでそれに基づきまして、班長以下を改

定したところでございます。 

○議長（米村 洋君） 吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） 委員会でまたお尋ねしたいと思いますので、例えば団長に

ついては消防庁のほうでは、一括で指示しているのかを、後で結構です。資料

を、示していただきたいと思います。実は、この報酬の基準というのを読んで

みると、今度は費用弁償に関しては、例えば、招集がかかるというんでしょう

かちょっと消防団の業務はちょっと、よくわからないので聞くんですが、災害

あるいは火災等発生して出動命令が出た場合、当然、その時間からの計算でい

いんでしょうか。氷川の消防団に入ってるけども、なかなか消防団が見つから

ないと。だから自分は、住まいは八代だけど仕事が氷川だから入ってますとい

う方がおられました。本当に今大変なんですよ。なかなか人が見つからないと

その人から言われて、そうですか大変ですねて。いろいろ費用弁償とかいろい

ろ変わるからっちゅう話をちょっとしたんですが、町内におれば、瞬時にし

て、連絡も行くと思うんですが、例えば、そういう人たちについては、時間制、

時間割みたいにして、報酬が今度変わるんですが、その点はどうなるんです

か。自分の家から知って出たときからもう計算でいいんですか。その点はどう

なんでしょうか。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 

○総務課長（濤岡美智代さん） 出動の時間についてのお尋ねでございますけれど

も、現場に着いてからの時間を想定しております。 

○議長（米村 洋君）いいですか、吉川議員。 

ほかに質疑ありませんか。上田俊孝君。 

○７番（上田俊孝君） この消防団費の、支給の仕方についてですね、現状をちょ

っと説明してもらえばと思います。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 

○総務課長（濤岡美智代さん） 報酬等の支給に関しましては、現状のところ、各

団のほうに支給のほうをお願いしております。消防団分団のほうに、お願い

し、各個人へ支給していただくというような手順を行っております。以上でご

ざいます。 
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○議長（米村 洋君） 上田俊孝君 

○７番（上田俊孝君） 団のほうに行きますね、それから個別に支給されとるんで

すか。そこをちょっとお尋ねします。そこはわからない。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 

○総務課長（濤岡美智代さん） はい、こちらのほうには個別に支給されていると

いう報告を受けております。以上でございます。 

○議長（米村 洋君） いいですか。 

ほかに質疑ありませんか。吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） 消防庁長官、消防地第１７１号、令和３年４月１３日付け

で、出されているんですが、この中に、別表が添えてありまして、ちょっと総

務課長の答弁は、ちょっと間違ってるんじゃないかなと思うのですね。非常勤

消防団員の報酬等の基準、その中に、報酬及び費用弁償に係る次のように改め

なさいってなってるんですね。その第５、報酬及び費用弁償は消防団員に対

し、活動記録等に基づいて、市町村から、直接支給をするってなってるので、

その点はぜひ今後検討してもらえませんか。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 

○総務課長（濤岡美智代さん） ただいま議員おっしゃるとおり、国のほう消防庁

のほうからそのような指導があっております。町におきましても、個人への支

給ということを、今、検討しておりまして消防団との協議中でございます。協

議が整いましたらそのような形で、支給していきたいと考えております。以上

でございます。 

○議長（米村 洋君） しばらく休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後１時５０分 

再開 午後１時５１分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（米村 洋君） 休憩前に続き、会議を開きます。 

西尾正剛君。 

○２番（西尾正剛君） これまでは、多分、総務課のほうから、消防主任のほうか

ら、各分団・部ごとに、報酬は支払われたと思うんですが、その一人一人って

いうことになると大変な労力になると思うんですけれども、それはいかがな

んでしょうね。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 

○総務課長（濤岡美智代さん） 個人支給となりますと、議員おっしゃるとおり、

事務量等多くなってまいりますけれども、国の方針がそのようになっており

ますので、消防団と協議中で、そちらのほうに進めていきたいと考えておりま

す。以上でございます。 
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○議長（米村 洋君） いいですか。消防団と協議という協議中ということで、ご

答弁いただいたんですがいいでしょうか。 

西尾正剛君。 

○２番（西尾正剛君） この出動報酬というのはほかの自治体でも、早くから出て

たもんですから、おいおいうちのほうもそうなるだろうというふうに思って

たんですけれども、これはほかの自治体を参考にして、どうなんでしょう。一

人一人この実働人員とかは、部長がするんでしょうか。誰が、例えば火災があ

ったとかって言ったときに、１時間から４時間未満で１人当たり３,０００円

出ますよね。それは、その出動人員の把握というのは、部長がやって、町に報

告する、そういった流れになるんでしょうね。 

○議長（米村 洋君） 総務課長、濤岡美智代さん。 

○総務課長（濤岡美智代さん） 町から指示を受けた、出動に対しての、報酬でご

ざいますが、各分団長から、出動人員の報告、時間等を報告いただいてそれに

基づきまして支給する、支払う予定でございます。 

○議長（米村 洋君） いいですか。 

上田俊孝議員。 

○７番（上田俊孝君） わかりました。 

○議長（米村 洋君） ほかに質疑ありませんか。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第１１号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第１２号について、質疑ありませんか。西尾正剛君。 

○２番（西尾正剛君） これはもう、先ほど４,０００万の話にしろ、今年度は１,

５００万組まれて公営企業の移行するだけで、３年間で５,０００万ぐらい払

ってますから、下水道事業というのは、運営していくのに大変だなということ

で、昨年夏、全員協議会で、概要の説明を受けました。そのときに、いっぺん

に急激に下水道料金を上げるっていうのは、大変だから激変緩和措置を考え

てほしいということを、課長には伝えました。この激変緩和措置、これは、今

の金額からすると、宮原処理区のほうが３２パーセント、竜北処理区のほうが

１６.８パーセントというアップ率になるわけです。ほかの自治体も、八代市

が１,１９０円、宇城市が１,２５０円と、提案された金額よりも、高いんです

けれども、まず一つがこの激変緩和措置が考えられなかった考慮してもらえ

なかった理由と、もう一つが１,１６８円の設定が、どういった根拠で、この

数字が出たのか、この２点をお願いいたします。 

○議長（米村 洋君） 建設下水道課長、星田達也君。 
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○建設下水道課長（星田達也君） 現在議員が申し上げましたように、今回、大幅

な値上げとなったわけでございます。ただ下水道事業につきましては、もうご

存じのとおり、ずっと赤字経営で、一般会計繰入れに委ねてるような部分が強

うございました。今のような状況で、そのまま行った場合、今後、経営状況が

改善されないと、いうふうに見られた場合に将来的に、下水道債の借入れが出

来なくなるとか、そういったいろいろなマイナスの基準がございます。ただ汚

水処理原価につきましては、現在、１８５円ぐらいが、汚水処理原価になって

おりまして、それに対して、一気にそこまで上げるのではなく、一旦、１６０

円と、消費税込みでですね、１６０円という数字を設定させていただいて、そ

こで、ある程度一般会計繰入れにも、しばらくは委ねたところで、経営を改善

していきながら、今後、大体４年をめどに、少しずつ引上げをお願いして、最

終的には、下水道の経営をきれいに、黒字のほうに持っていきたいと、いうと

ころで、今回は、もうその最初の、引上げというところでこの金額をお願いし

ているところでございます。以上です。 

○議長（米村 洋君）いいですか。西尾正剛君。 

○２番（西尾正剛君） 実は生活環境のほうの議会の中で１０月から、今年の１０

月からは１０パーセントアップします。その際、ちょっと全国の様子を見てみ

たところ、その際だったんですが、京都のほうである町で、上水道料金を５０

パーセントアップしたところ、アップしようとしたところ、多くの町民からの

署名、反対の署名活動をあったという、のが、記事として載っておりました。

期間はあと半年間、あるわけですので、きちんとした周知をやってもらって、

こういった、宮原処理区においては３２.７パーセントですか大幅に上がるわ

けですから、もう先ほど言いましたように、お金が相当かかるっていうことで

そこはもう十分私も理解はしているんですけれども、十分な周知を行ってい

ただいて、住民の理解をお願いをしたいというふうに思います。以上です。 

○議長（米村 洋君） 吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） この料金、これまで、努力してといいますか。負担を低く

提供して、続けてきたわけですね。いろいろお話を聞くと、引き上げることは、

やむを得ないっていいますか。事態だから、ずっと赤字でいいかってそんなこ

とないわけですので、やはり、できるだけ、赤字を出さないようにということ

でやっていくべきだったと思うんですね。それで二つちょっとお伺いしたい

んですが、合併をして、この間差があったわけで、私はそのうちに一緒になる

だろうなというふうに思っていましたが、ここまで、しなかった、要するに早

く調整に取り組まなかった点は、なぜなのかなというのが一つと、やはり、今、

西尾議員も言われましたが、これを何とか、激変緩和措置して、数年かけて、

上げる、そういったことは出来ないものか、その点をちょっとお聞かせくださ

い。 
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○議長（米村 洋君） 町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 政策に関わることですので私のほうからお答えをしたいと

思っております。なぜ今まで上げてこなかったということでございますけれ

ども、確かにおっしゃるとおり、これまで合併しまして１７年、１回もですね、

この資料につきましては、議論もしなければ、提案もしてきませんでした。そ

れは私もですね反省をしてるとこでありまして。本来ならば、合併のときに、

この議論をしっかりして、そのときにある程度のですね、数字をつかんで、そ

れぞれ、宮原処理区竜北処理区、適正な金額に改めるべきだったのだろうとい

うふうに思っておりますが、そのときにはあまりそこまで突っ込んな議論も

なかった、そのままで、当面いきましょうということで、多分こられたんだろ

うと思っております。本来ならば途中でですね、料金の一元化をすべきですけ

れども、在り方がもともと違っておりました。竜北は広域下水道、宮原は宮原

処理区のほうでやっていたということもありまして、なかなか統一出来ない、

いわゆる使用料に出来なかったという側面もございます。本来ならば、広域下

水流域に編入したときに、一緒に考えていくのが１番いいんでしょうけども、

まだその時間がもう少しかかります、それまで待てませんということで今回、

いわゆる氷川町内統一の料金にさせていただいた、その結果として先ほど西

尾議員がおっしゃいました宮原処理区は３０パーセント上がる。片一方は１

５パーセントで済むじゃないかという話でございますが、もともとの料金設

定が違いますから、そこはですね、理解していただければならないところでご

ざいます。その上で、先ほど言いましたとおり、本来ならば１８０円、以上で

ですね、金額に上げなくちゃならないんですけれども、いきなりそこまで上げ

てはいかんということで激変緩和措置を今回して、この金額に抑えていると

いうことでございますので、そのことはぜひご理解をいただきたいなという

ふうに思っております。吉川委員お尋ねのとおり、これまでですね、この使用

料について議論もせず、ここまできたことが、本当によろしくなかったと、私

自身も反省をいたしております。 

○議長（米村 洋君） 吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） 私は、この問題は、議長でも、町長と同じように、それは

町長だけの責任じゃなくて、私たち議会の場も、これはしっかり考えるべきだ

ったと、いうふうに先の議会では述べています。それで、もう少し、確かに言

われるとおり、一気に１８５円まで上げるのは大変でしょうから、１６０円に

設定した、これが一つの激変緩和だろうと。 

徐々に上げていきましょうという話でありますが、例えば、今、月２,０００

円払っている世帯というのは、年に直すと７,８００円の増になるんですね、

これはやっぱり大きいなというふうに思っています。これを何とかっていうの

はもう、基本的には出来ないことかもしれませんが、そういった状況になるん
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だということもですね、やっぱりきちっとこう知らせてやっていただきたいし、

今からでもできることならばぜひ、そういったことも、もう一度検討していた

だけたらなと、要望をしておきます。 

○議長（米村 洋君） ほかにありませんか。 

質疑ありませんか。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第１３号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

５分間休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時０３分 

再開 午後２時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（米村 洋君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に議案第１４号についてまず歳入について質疑ありませんか。吉川義雄 

君。 

○６番（吉川義雄君） ６ページ、繰越明許費の補正に関して、道路橋りょう費の

繰越しについて、先ほど説明では、年度内の完成が見込めない。あと２つは、

補助金の効果的な運用を考えて、年度をまたいでっていうような、説明だった

と思うんですが、繰越し明許について、私は、この繰越しした、内容が、年度

内に、なぜ、完了しない、見込めなかったのか、発注する段階でも、それが見

込めなかった、終わらないというのはわかっていたのかどうか。あと２つにつ

いては、私は、有効活用と言われたが、これはよろしくないなっていうふうに

思うんですが。どうなんですか。それでいいんでしょうか。 

○議長（米村 洋君） 建設下水道課長、星田達也君。 

○建設下水道課長（星田達也君）はい、先ほど企画財政課長のほうから説明があっ

たと思いますけれども、１つはその補助金が有効活用という点でございますけ

れども、この中にあります、北川反甫北鹿野線河原鹿島西網道線、島地松本橋

線、この３本が社会資本総合整備交付金の事業になります。こちらにつきまし

ては、令和３年度に、社交金の要望という形で、こちらから、所要額というと

ころで、報告をしたんですけれども、そのときその国の予算等は、うちのほう

で考えている以上についたというのが、実際のところでございまして、実際事

業自体は、普通に発注をして進めているんですけれども、実際その国の交付決

定というのが、こちらの想定をちょっとはるかに上回ったということもござい

ます。それもありましたので、せっかく補助金が来るんであれば、繰越して、
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翌年度もこの補助事業としてやろうというところで、この３事業については繰

越しを、今回上げさせていただいております。また吉本本山線の道路改良につ

きましては、これ用地買収に係る分でございますけれども、この用地が、相続

が、出来てない場所というのがございまして、今そちらの相続をずっと追跡調

査をしているところでございます。かなり、昔に遡った相続が２件ともござい

ますので、今そちらの調査をするだけで、もう、丸２カ月ほど経過しておりま

すがまたそちらのほうも完全には片付いていない状況です。こちらをきちんと

しないことには買収のほうが出来ませんので、それで、今回、ここのほうに計

上させていただいております。 

また、もう一つの法道寺１号線につきましては、現在国道３号の取付けのと 

ころの工事をちょうどやっている最中でございますけれども、国道の取付けっ

ていうのが、国交省との協議によって、国のほうから、最終的に許可をいただ

かないと、そこの工事が出来ないことになります。国との協議も、年度当初か

らずっと行っておりましたけれども、なかなか、そちらのほうの調整がつかず、

最終的に国から許可が下りたのがちょうど年末でございました。年末に許可が

下りて、それからすぐ国道の取付け部の工事に先に取りかかったものですから、

どうしても工期的に、年度内は無理ということで今回繰越明許のほうに計上さ

せていただいた次第です。以上です。 

○議長（米村 洋君） いいですか。 

ほかに質疑ありませんか。 

歳出について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第１５号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第１６号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第１７号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第１８号について質疑ありませんか。 
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［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第１９号について、まず歳入について、質疑ありませんか。吉川義

雄君。 

○６番（吉川義雄君） 委員会に関係ない部分で一つ、お伺いしたいと思います。 

１８ページ、６０款、使用料及び手数料、５項、使用料、１０目、民生使用

料、５節、社会福祉使用料で、福祉センターの使用料について、１つ説明をい

ただきたいと思うんですが、前年度と比較すると、数字がちょっと違うかなと

いう気もしてるんですが、お願いいたします。 

○議長（米村 洋君） 福祉課長、山本昭義君。 

○福祉課長（山本昭義君） この予算につきましては、平成３１年度の実績をもと

に算定しております。昨年、福祉センター使用料につきましては、昨年とほぼ

変わらない予算計上というふうになっております。以上です。 

○議長（米村 洋君） 吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） 令和３年は、１,４７１万組んであったと思うんですね。 

新年度予算は３３３万６,０００円と違いますかね。 

○議長（米村 洋君） 福祉課長、山本昭義君。 

○福祉課長（山本昭義君） すみません、ちょっと前年度と比較してきておりませ

んので、後で調べて提出したいと思います。 

○議長（米村 洋君） 吉川義雄君。 

○６番（吉川義雄君） 委員会が違いますので、後で結構です。極端に私の調べで

は、２２パーセントになってたから、何か、センターやめるのはあるのかなと

いうのがありましたのでお伺いしました。資料がなければ結構です。後で、ぜ

ひ、内容を知らせてください。お願いしておきます。 

○議長（米村 洋君）ほかに質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なし。 

ほかにありませんね。 

歳出について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君）質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第２０号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 
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次に議案第２１号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第２２号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第２３号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

次に議案第２４号について質疑ありませんか。 

［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております承認第２号から議案第２４号までは、お手 

元に配りました議案付託表のとおり、それぞれ常任委員会に付託したいと思い

ますがご異議ありませんか。 

［「異論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（米村 洋君） 異議なしと認めます。したがって承認第２号から議案第２

４号まで、議案付託表のとおり、それぞれの常任委員会に付託することに決定

しました。 

以上で本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後２時２１分 

 


